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「たんぽぽみたいなそんな花」 カミジョウ ミカ （エイブルアート・カンパニー所属  http://www.ableartcom.jp)

大阪赤十字病院の理念
わたしたちは
人道・博愛の赤十字精神に基づき
すべての人の尊厳をまもり
心のかよう高度の医療をめざします

患者さんの権利
1. 一人の人間として、人権をまもられる権利があります
２. 良質かつ適切な医療を、公平に受ける権利があります
３. 医療についての情報や治療上の説明を受ける権利があります
４. 自分自身の治療について、医療行為を選択する権利があります
５. プライバシーがまもられ、個人情報が保護される権利があります
６. 自己の診療録等の医療情報の開示を求める権利があります
７. 他施設の医師の意見（セカンドオピニオン）を求める権利があります
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■受付時間（月～金） 〈診療開始は午前８：４５からです〉
　初診／月曜日～金曜日  ８：３０～１１：３０　再診／月曜日～金曜日  ８：００～１１：４５
■休診日　土・日・祝・５月１日（本社創立記念日）・１２月２９日～1月３日
■診察券　診察券は全科共通で使用いたしますので、ご来院時には必ずお持ちください。
■ご面会 〈病状によってこの限りではありませんが、必ず病棟の看護師にご相談ください〉　
　平日／１４:００～１９:００　休診日／１０:００～１２:００、１４:００～１９:００　
　小児病棟（平日・休診日とも）／１４:００～１９:００　
■保険証等　保険証、医療証等は月に１度窓口で確認させていただきます。
　　　　　　　また、変更・更新の際は必ずご提出ください。

病院のご案内
当院は

敷地内全面禁煙です

http://www.osaka-med.jrc.or.jp/ 

大阪赤十字病院
大阪市天王寺区筆ケ崎町5－30　令和2年1月発行

ＴＥＬ：06－6774－5111
■お問い合わせ

（代表）
大阪赤十字病院

http://www.jrc.or.jp/赤十字全般

当院は、敷地内全面禁煙を
実施しています。

ご理解とご協力をお願いします。

シリーズ 脳神経外科主任部長 橋本 憲司情熱の白衣 医師の素顔●71
食だより／餅キムチチヂミ　　お薬ミニ知識／細菌にお薬が効かなくなる？
『がんサポートチーム』からのお知らせ　 〝かかりつけ医〟をもちましょう
がん患者さんの〝仕事〟に関することは、当院の『がん相談支援センター』にご相談ください。　 キャロリング

人事異動情報
採用

転任

退職

Seminar〝第10回 糖尿病オープン教室〟を
開催しました

　当院では「言葉が通じない」「文化が異なる」などの外国人患者さんが安心
して医療が受けられるよう、病院全体で取り組んできました。その取り組みに
より『大阪府外国人患者受け入れ地域拠点医療機関』として令和元年5月31
日に選定されました。

News「大阪府外国人患者受け入れ
地域拠点医療機関」に選定されました

大阪赤十字病院の理念

退院支援をご存じですか？特 集

　11月19日（火）～22日
（金）、当院東館地下1階に
て『院友会文化祭』が開催

大手前整肢学園より、絵画、
手芸、写真など70点の作
品をご出展いただき、多く
の方が来場されました。
栄えある院長賞を受賞されたのは、13階Ｂ病棟・中島紀子看護師長
職務代理の「知恵あそび」でした。出品者の皆さま、素敵な作品をありが
とうございました。また、ご来場者いただいた皆さま、投票にご協力
いただきありがとうございました。

Event

創立110周年

〈12月  6日付〉●上月 友寛（リウマチ・膠原病内科部・非常勤嘱託医師）　
〈  1月  1日付〉●米山 華蓮（産婦人科部・専攻医）
　　　　　  　　　●岡村 佳奈（耳鼻咽喉科・頭頸部外科部・専攻医）
〈  1月  1日付〉●山𦚰 聖子（形成外科部・副部長）
〈10月31日付〉●中津 太郎（心臓血管外科部・医長）
〈11月30日付〉●納田 安啓（リウマチ・膠原病内科部・非常勤嘱託医師）　
〈12月31日付〉●岡本  仁（形成外科部・副部長）　
　　　　　  　　　●山崎 博司（耳鼻咽喉科・頭頸部外科部・医師）

〝院友会文化祭〟を開催しました

　当院では12月1日～25日まで院内各所へ募金箱を設置しました。
皆さまから総額 42,492円もの心温まるご寄付をいただきました。募金
にご協力いただいた皆さま、ありがとうございました。また、今後とも
赤十字活動にご理解とご協力をよろしくお願いいたします。

　海外の紛争、災害、病気で苦しむ人々を支援することを目的に、昭和
58年2月から始まった海外たすけあい募金は今年で37回目を迎えます。
日赤の国際活動の多くが、このキャンペーンの寄付で実施されています。
集められた寄付金は、例えば海外で地震、洪水、干ばつなどの災害が
起きたときに、被災国の赤十字社からの要請に基づいて、国際赤十字の
枠組みを通して現地の赤十字社に資金が送られます。現地では、国際赤
十字の調整のもとに、食料や緊急救援物資などの購入や、地元に根差し
た現地赤十字職員やボランティアが物資の配布や救援活動を行います。
また、日本から日赤の職員を派遣して活動していることもあります。

News 海外たすけあい募金に
ご協力ありがとうございました

　12月15日（日）、クリ
スマスコンサートを開
催しました。今回はシ
ンガーソングライター
の強さんをお招きし、
代表曲である「スー
パースター」「カーテンコール」など数曲を歌っていただきました。アコースティッ
クギターの演奏にのせて、強さんのやさしくも力強い歌声がホールに響き渡り、
会場はあたたかい雰囲気に包まれました。患者さんからは「胸に深く響き涙が
出た」「励まされた」「元気と力が湧いてきた」…との声をいただき、終演後には
サインを求める列ができるなど、笑顔があふれるコンサートとなりました。

Event〝クリスマスコンサート〟を開催しました
海外たすけあいって？

（令和元年10月31日～令和2年1月31日）

　11月13日（水）、1階正面
玄関ホールにおいて『第10回
糖尿病オープン教室』を開催
しました。今回は糖尿病・内分
泌内科部医師と糖尿病療養
指導士の資格を持つ看護師、
薬剤師、臨床検査技師、歯科

衛生士、管理栄養士からなる「TEAM　DM」の
スタッフが主体となって実施しました。
　糖尿病・内分泌内科　武呂主任部長の開会
の挨拶に続き、堂川管理栄養士が「運動する
ための体づくりを食事面から考える」、糖尿病・
内分泌内科　金井医師が「糖尿病とサルコペニアについて」を講演し、「日本
糖尿病協会」が企画・協賛している運動療法のすすめより「よろこびの歌体操」
を患者さんと一緒に動画にならって行いました。82名の参加者の皆さまは熱心
に講演に耳を傾け、多くの方が体操を最後までやりきることができ、楽しく実践
できる方法を学ぶ機会となりました。最後は血圧測定のほか、医師、糖尿病
療養指導士による健康生活相談コーナーを設けて希望者の相談に応じました。

糖尿病・内分泌内科・武呂部長

大阪赤十字病院 http://www.osaka-med.jrc.or.jp/ 

●次回は『スプリングコンサート』を開催予定です。詳細が決まりましたら、
　　ホームページおよび院内ポスターで案内しますので、ぜひご来場ください。

13階Ｂ病棟・中島 紀子看護師長職務代理

文化部長賞

特別賞

入　賞

院長賞院長賞
「知恵あそび」

看護部・小谷 奈穂看護師「ディズニーツリー」

整肢学園通所「だるまさん大集合」

「似顔絵 吉本新喜劇」
村上 綾子様
「アイシングクッキーの世界 ～全部たべられます～」岩本 真理子様
「ピクニックは楽しいな！」大手前整肢学園・生活支援課・永山 伸枝保育士

されました。職員、OB・OG、

■発行／大阪市天王寺区筆ケ崎町５－３０　令和2年1月発行　第71号1 8

believe71.indd   2 2020/01/24   16:02



転院・在宅 入　　院 外来・入院前サポートセンター

　現
在
の
医
療
は
、「
高
度
急
性
期
病
院
」「
回
復
期
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ

ン
病
院（
病
床
）」「
慢
性
型
病
院（
病
床
）」「
地
域
の
診
療
所（
か
か
り

つ
け
医
）」「
介
護
施
設
」な
ど
が
連
携
し
、そ
れ
ぞ
れ
の
施
設
の
機
能
に

応
じ
た
役
割
分
担
を
行
って
い
ま
す
。

　退
院
後
の
生
活
に
つい
て
不
安
な
点
が
あ
り
ま
し
た
ら
、

病
棟
の
看
護
師・退
院
支
援
担
当
者
に
お
気
軽
に
ご
相
談

く
だ
さ
い
。 　

退
院
後
の
療
養
生
活
に
つ
い
て
は
、か
か
り

つ
け
医
や
訪
問
看
護
師
、ケ
ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー
な

ど
地
域
の
さ
ま
ざ
ま
な
関
係
機
関
と
の
調
整

が
必
要
な
場
合
が
あ
り
ま
す
。そ
ん
な
と
き

は
、退
院
前
合
同
カ
ン
フ
ァ
レ
ン
ス
を
開
催
し

て
い
ま
す
。カ
ン
フ
ァ
レ
ン
ス
に
は
、患
者
さ

ん・ご
家
族
、医
師
、病
棟
看
護
師
、退
院
支
援

担
当
者
な
ど
の
院
内
ス
タ
ッ
フ
と
か
か
り
つ

け
医
、訪
問
看
護
師
、ケ
ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー
、サ
ー

ビ
ス
提
供
事
業
者
、保
健
師
な
ど
地
域
の
関

係
機
関
が
参
加
し
、医
療
の
内
容
や
生
活
す

る
に
あ
た
っ
て
の
必
要
事
項
、退
院
後
の
サ
ー

ビ
ス
の
内
容
に
つ
い
て
、情
報
共
有
し
ま
す
。

入
院
医
療
か
ら
在
宅
医
療
へ
引
き
継
ぐ
こ
と

に
よ
っ
て
、患
者
さ
ん
と
ご
家
族
の
方
が
安
心

し
て
療
養
生
活
を
送
っ
て
い
た
だ
け
る
よ
う

支
援
し
ま
す
。

　そ
の
な
か
で
当
院
は
、「
高
度
急
性
期
病
院
」と
し
て

救
急・専
門
性
の
高
い
医
療
の
提
供
を
担
っ
て
い
る
た
め
、

そ
の
期
間
の
治
療
が
終
わ
り
、病
状
が
落
ち
着
く
と
、

退
院
・
転
院
し
て
い
た
だ
く
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　本
来
、自
宅
へ
の
退
院
が
望
ま
し
い
の
で
す
が
、病
状
に

よ
って
は
他
の
病
院
や
施
設
へ
の
転
院
が
必
要
と
な
る
こ
と

が
あ
り
ま
す
。こ
の
場
合
、療
養
や
リ
ハ
ビ
リ
な
ど
、目
的

に
合
っ
た
場
所
を
適
切
に
選
択
す
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

ま
た
、自
宅
で
の
療
養
生
活
に
不
安
が
あ
る
と
き
は
、か
か

り
つ
け
医
、訪
問
看
護
師
、ケ
ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー
な
ど
と
連
携

し
、在
宅
で
の
生
活
を
支
え
る
社
会
資
源
を
活
用
し
な
が

ら
、住
み
慣
れ
た
地
域
で
生
活
し
て
い
た
だ
け
る
よ
う
に
、

当
院
で
は
退
院

支
援
を
行
っ
て
い

ま
す
。

　そ
こ
で
、当
院

の『
入
退
院
支
援

課
』で
は
、退
院

支
援
担
当
者
と

し
て
、社
会
福
祉

士
、ま
た
は
看
護

師
を
各
病
棟
に

配
置
し
て
い
ま
す
。

　入
院
前
か
ら
退
院
後
の
生
活
を
視
野
に
入
れ
、不
安
な
く
療
養
し
て
い
た
だ
け
る

よ
う
に
、患
者
さ
ん
や
ご
家
族
の
方
と一
緒
に
、退
院
後
の
生
活
を
考
え
、療
養
環
境

の
調
整
を
行
って
い
ま
す
。

　『退
院
支
援
』は
、次
の
流
れ
に
沿
って
進
め
て
い
ま
す
。

今
回
は
当
院
の『
退
院
支
援
』に
つ
い
て
、

ま
た『
か
か
り
つ
け
医
の
役
割
』に
つ
い
て
紹
介
し
ま
す
。

1

当
院
の『
退
院
支
援
』の
流
れ
に
つ
い
て

を
ご
存
じ
で
す
か
？

信
頼
で
き
る「
病
院
」と「
か
か
り
つ
け
医
」を
も
ち
ま
し
ょ
う

（
例
）整
形
外
科
の
膝
や
股
関
節
の
人
工
関
節
置
換
術
を
受
け
ら
れ
る

患
者
さ
ん
は
手
術
後
し
ば
ら
く
リ
ハ
ビ
リ
が
必
要
と
な
り
ま
す
。リ
ハ
ビ

リ
を
目
的
に
他
の
病
院
に
転
院
し
て
い
た
だ
く
こ
と
が
あ
り
ま
す
の
で
、

外
来
で
リ
ハ
ビ
リ
病
院
へ
の
転
院
に
つ
い
て
説
明
し
て
い
ま
す
。

外
来・入
院
前
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
で
は

●
退
院
支
援
担
当
者
が
、入
院
早
期
よ
り

　
退
院
支
援
が
必
要
な
患
者
さ
ん
と
ご
家

　
族
に
、「
ど
こ
で
、ど
の
よ
う
に
過
ご
し

　
た
い
か
」と
い
う
療
養
生
活
に
対
す
る

　
思
い
を
伺
い
ま
す
。

●
患
者
さ
ん
の
退
院
後
の
生
活
を
イ
メ
ー

　
ジ
し
て
い
た
だ
き
な
が
ら
、ご
自
宅
か

　
転
院
か
な
ど
、療
養
の
場
を
決
め
て
い
き
ま
す
。

●
医
師・病
棟
看
護
師・社
会
福
祉
士・薬
剤
師・リ
ハ
ビ
リ
ス
タ
ッ
フ

　
な
ど
の
多
職
種
と
連
携
を
と
り
、患
者
さ
ん
の
必
要
な
ケ
ア
や

　
介
入
方
法
、課
題
な
ど
を
考
え
ま
す
。

入
院
さ
れ
て
か
ら
は

●
転
院
の
場
合
は
、療
養
目
的
と
患
者
さ
ん・ご
家
族
の
方
の
思
い
を

　
確
認
し
な
が
ら
、で
き
る
限
り
ご
希
望
に
添
っ
た
調
整
を
行
い
ま
す
。

転
院
さ
れ
る
場
合

●
か
か
り
つ
け
医
や
地
域
の
看
護
師
、ケ
ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー
な
ど
の
在
宅

　
チ
ー
ム
に
繋
い
で
い
き
ま
す
。場
合
に
よ
り
退
院
前
合
同
カ
ン
フ
ァ

　
レ
ン
ス
を
行
い
ま
す
。

自
宅
退
院
の
場
合

～退院前合同カンファレンスを行っています～

　急
速
な
高
齢
化
を
背
景
に
、日
本
の
医
療
体
制
は

大
き
く
変
化
し
、こ
れ
ま
で
の「
病
院
完
結
型
医
療
」か

ら「
地
域
完
結
型
医
療
」（
身
近
な
地
域
の
な
か
で
、病
院

や
か
か
り
つ
け
医
が
役
割
を
分
担
し
て
連
携
す
る
こ
と
で
、

患
者
さ
ん
に
切
れ
目
の
な
い
医
療
を
提
供
す
る
。）へ
移
行

し
て
き
て
い
ま
す
。こ
の
よ
う
な
流
れ
の
な
か
、当
院
は

地
域
の
中
核
病
院
と
し
て
、急
性
期
医
療
、高
度
専
門

医
療
、救
急
医
療
の
提
供
を
行
い
、さ
ら
に「
か
か
り
つ
け

医
」と
相
互
に
協
力・連
携
し
、医
療
の
役
割
分
担
を
図
っ

て
い
き
ま
す
。

「
か
か
り
つ
け
医
」と
は

介護保険施設

  

身
近
な
地
域
の
な
か
で
、患
者
さ
ん
の
日
頃
の
診
察
を
行

う
お
医
者
さ
ん
で
す
。海
外
で
は「
家
庭
医
」と
呼
ば
れ
る

こ
と
も
あ
り
、身
近
に
い
て
、ど
ん
な
病
気
も
は
じ
め
に

相
談
し
、検
査
、入
院
、専
門
治
療
が
必
要
に
な
れ
ば
、適
切

に
病
院
へ
引
き
継
い
で（
紹
介
し
て
）く
れ
ま
す
。

2「
か
か
り
つ
け
医
」を
も
つ
メ
リ
ッ
ト

3「
か
か
り
つ
け
医
」の
選
び
方
の
ポ
イ
ン
ト

4
当
院
へ
は
、「
か
か
り
つ
け
医
」か
ら
の
紹
介
で

受
診
し
て
く
だ
さ
い

（
１
）初
診
で
も
診
察
の
事
前
予
約
が
で
き
ま
す

　
　（
か
か
り
つ
け
医
か
ら
ご
予
約
が
取
れ
ま
す
）

（
２
）こ
れ
ま
で
の
治
療
経
過
が
分
か
り
、速
や
か
に
適
切
な

　
　
治
療
や
検
査
が
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

（
３
）紹
介
状
が
な
い
場
合
、初
診
時
に
選
定
療
養
費
５
、０
０
０
円

　
　（
税
別
）を
ご
負
担
い
た
だ
く
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

5
当
院
で
症
状
が
安
定
す
れ
ば

「
か
か
り
つ
け
医
」の
も
と
に
ご
紹
介
し
ま
す

（
１
）当
院
か
ら「
か
か
り
つ
け
医
」へ
ご
紹
介
後
、

病
状
の
変
化
や
定
期
的
な
検
査
で
当
院
で
の

治
療
が
必
要
に
な
れ
ば
、「
か
か
り
つ
け
医
」か

ら
の
ご
紹
介
で
当
院
に
て
再
び
治
療
を
受
け

て
い
た
だ
き
ま
す
。

（
２
）当
院
か
ら「
か
か
り
つ
け
医
」へ
ご
紹
介
後
、

「
か
か
り
つ
け
医
」か
ら
紹
介
状
な
し
で
当
院

を
受
診
さ
れ
ま
す
と
、再
診
時
に
選
定
療
養
費

２
、５
０
０
円（
税
別
）を
ご
負
担
い
た
だ
く
こ

と
が
あ
り
ま
す
。

6
当
院
２
階
総
合
受
付
の「
か
か
り
つ
け
医
紹
介
窓
口
」

で
か
か
り
つ
け
医
を
お
探
し
し
て
い
ま
す
。患
者
さ
ん
や
ご
家
族
の
ご
希
望
に

沿
っ
た
情
報（
場
所・診
療
時
間・診
療
科
な
ど
）を
提
供
し
て
い
ま
す
。お
気
軽
に

お
尋
ね
く
だ
さ
い
。

かかりつけ医
日常的な診察や健康管理を行い、
必要なときには
適切な病院・診療科を紹介。
・初期的な治療
・慢性疾患の定期的な投薬
・健康相談
・訪問診療　など

重症の患者さんや、救急の受け入れを
中心に、専門的で高度な
治療・検査を行う。

紹介状
専
門
的
な
治
療
や
検
査
が
必
要
な
場
合
は
、

紹
介
状
を
持
っ
て
受
診
。「
か
か
り
つ
け
医
」か
ら

医
療
連
携
課
へ
連
絡
。診
療
日
時
を
予
約
。

紹介状
病
状
が
安
定
す
れ
ば
逆
紹
介
。・救急医療（入院を要する疾患）

・専門的な治療
・高度機器を用いた検査
・入院治療や手術　など

医療連携により、
患者さんに切れ目のない医療を提供

医療連携により、
患者さんに切れ目のない医療を提供

大阪赤十字病院

地域完結型医療地域完結型医療

医療連携のイメージ

退
院
支
援

●
入
院
前
に
利
用
さ
れ
て
い
る
サ
ー
ビ
ス
の
利
用
状
況
を
伺
い
ま
す
。

●
入
院
生
活
に
関
す
る
オ
リ
エ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
を
行
い
ま
す
。

●
退
院
後
の
療
養
場
所
に
つ
い
て
説
明
し
ま
す
。転院先や利用できる施設が分からない

療養型病床

訪問看護

大阪赤十字病院

自宅

回復期リハビリテーション

かかりつけ医

（
１
）ど
ん
な
病
気
で
も
気
軽
に
相
談
で
き
る

（
２
）比
較
的
短
い
待
ち
時
間
で
診
察
し
て
く
れ
る

（
３
）早
期
発
見
、早
期
治
療
が
可
能
と
な
る

（
４
）必
要
な
と
き
は
専
門
医（
病
院
）を
紹
介
し
て
く
れ
る

（
１
）病
気
の
こ
と
を
分
か
り
や
す
く
説
明
し
て
く
れ
る

（
２
）話
し
や
す
い
、よ
く
話
を
聞
い
て
く
れ
る

（
３
）家
か
ら
近
い・交
通
の
便
が
良
い

「
か
か
り
つ
け
医
」を
お
も
ち
で
な
い
方
へ

当院２階総合受付の「かかりつけ医紹介窓口」

私たちが
退院支援担当者です。
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転院・在宅 入　　院 外来・入院前サポートセンター

　現
在
の
医
療
は
、「
高
度
急
性
期
病
院
」「
回
復
期
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ

ン
病
院（
病
床
）」「
慢
性
型
病
院（
病
床
）」「
地
域
の
診
療
所（
か
か
り

つ
け
医
）」「
介
護
施
設
」な
ど
が
連
携
し
、そ
れ
ぞ
れ
の
施
設
の
機
能
に

応
じ
た
役
割
分
担
を
行
って
い
ま
す
。

　退
院
後
の
生
活
に
つい
て
不
安
な
点
が
あ
り
ま
し
た
ら
、

病
棟
の
看
護
師・退
院
支
援
担
当
者
に
お
気
軽
に
ご
相
談

く
だ
さ
い
。 　

退
院
後
の
療
養
生
活
に
つ
い
て
は
、か
か
り

つ
け
医
や
訪
問
看
護
師
、ケ
ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー
な

ど
地
域
の
さ
ま
ざ
ま
な
関
係
機
関
と
の
調
整

が
必
要
な
場
合
が
あ
り
ま
す
。そ
ん
な
と
き

は
、退
院
前
合
同
カ
ン
フ
ァ
レ
ン
ス
を
開
催
し

て
い
ま
す
。カ
ン
フ
ァ
レ
ン
ス
に
は
、患
者
さ

ん・ご
家
族
、医
師
、病
棟
看
護
師
、退
院
支
援

担
当
者
な
ど
の
院
内
ス
タ
ッ
フ
と
か
か
り
つ

け
医
、訪
問
看
護
師
、ケ
ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー
、サ
ー

ビ
ス
提
供
事
業
者
、保
健
師
な
ど
地
域
の
関

係
機
関
が
参
加
し
、医
療
の
内
容
や
生
活
す

る
に
あ
た
っ
て
の
必
要
事
項
、退
院
後
の
サ
ー

ビ
ス
の
内
容
に
つ
い
て
、情
報
共
有
し
ま
す
。

入
院
医
療
か
ら
在
宅
医
療
へ
引
き
継
ぐ
こ
と

に
よ
っ
て
、患
者
さ
ん
と
ご
家
族
の
方
が
安
心

し
て
療
養
生
活
を
送
っ
て
い
た
だ
け
る
よ
う

支
援
し
ま
す
。

　そ
の
な
か
で
当
院
は
、「
高
度
急
性
期
病
院
」と
し
て

救
急・専
門
性
の
高
い
医
療
の
提
供
を
担
っ
て
い
る
た
め
、

そ
の
期
間
の
治
療
が
終
わ
り
、病
状
が
落
ち
着
く
と
、

退
院
・
転
院
し
て
い
た
だ
く
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　本
来
、自
宅
へ
の
退
院
が
望
ま
し
い
の
で
す
が
、病
状
に

よ
って
は
他
の
病
院
や
施
設
へ
の
転
院
が
必
要
と
な
る
こ
と

が
あ
り
ま
す
。こ
の
場
合
、療
養
や
リ
ハ
ビ
リ
な
ど
、目
的

に
合
っ
た
場
所
を
適
切
に
選
択
す
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

ま
た
、自
宅
で
の
療
養
生
活
に
不
安
が
あ
る
と
き
は
、か
か

り
つ
け
医
、訪
問
看
護
師
、ケ
ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー
な
ど
と
連
携

し
、在
宅
で
の
生
活
を
支
え
る
社
会
資
源
を
活
用
し
な
が

ら
、住
み
慣
れ
た
地
域
で
生
活
し
て
い
た
だ
け
る
よ
う
に
、

当
院
で
は
退
院

支
援
を
行
っ
て
い

ま
す
。

　そ
こ
で
、当
院

の『
入
退
院
支
援

課
』で
は
、退
院

支
援
担
当
者
と

し
て
、社
会
福
祉

士
、ま
た
は
看
護

師
を
各
病
棟
に

配
置
し
て
い
ま
す
。

　入
院
前
か
ら
退
院
後
の
生
活
を
視
野
に
入
れ
、不
安
な
く
療
養
し
て
い
た
だ
け
る

よ
う
に
、患
者
さ
ん
や
ご
家
族
の
方
と一
緒
に
、退
院
後
の
生
活
を
考
え
、療
養
環
境

の
調
整
を
行
って
い
ま
す
。

　『退
院
支
援
』は
、次
の
流
れ
に
沿
って
進
め
て
い
ま
す
。

今
回
は
当
院
の『
退
院
支
援
』に
つ
い
て
、

ま
た『
か
か
り
つ
け
医
の
役
割
』に
つ
い
て
紹
介
し
ま
す
。

1

当
院
の『
退
院
支
援
』の
流
れ
に
つ
い
て

を
ご
存
じ
で
す
か
？

信
頼
で
き
る「
病
院
」と「
か
か
り
つ
け
医
」を
も
ち
ま
し
ょ
う

（
例
）整
形
外
科
の
膝
や
股
関
節
の
人
工
関
節
置
換
術
を
受
け
ら
れ
る

患
者
さ
ん
は
手
術
後
し
ば
ら
く
リ
ハ
ビ
リ
が
必
要
と
な
り
ま
す
。リ
ハ
ビ

リ
を
目
的
に
他
の
病
院
に
転
院
し
て
い
た
だ
く
こ
と
が
あ
り
ま
す
の
で
、

外
来
で
リ
ハ
ビ
リ
病
院
へ
の
転
院
に
つ
い
て
説
明
し
て
い
ま
す
。

外
来・入
院
前
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
で
は

●
退
院
支
援
担
当
者
が
、入
院
早
期
よ
り

　
退
院
支
援
が
必
要
な
患
者
さ
ん
と
ご
家

　
族
に
、「
ど
こ
で
、ど
の
よ
う
に
過
ご
し

　
た
い
か
」と
い
う
療
養
生
活
に
対
す
る

　
思
い
を
伺
い
ま
す
。

●
患
者
さ
ん
の
退
院
後
の
生
活
を
イ
メ
ー

　
ジ
し
て
い
た
だ
き
な
が
ら
、ご
自
宅
か

　
転
院
か
な
ど
、療
養
の
場
を
決
め
て
い
き
ま
す
。

●
医
師・病
棟
看
護
師・社
会
福
祉
士・薬
剤
師・リ
ハ
ビ
リ
ス
タ
ッ
フ

　
な
ど
の
多
職
種
と
連
携
を
と
り
、患
者
さ
ん
の
必
要
な
ケ
ア
や

　
介
入
方
法
、課
題
な
ど
を
考
え
ま
す
。

入
院
さ
れ
て
か
ら
は

●
転
院
の
場
合
は
、療
養
目
的
と
患
者
さ
ん・ご
家
族
の
方
の
思
い
を

　
確
認
し
な
が
ら
、で
き
る
限
り
ご
希
望
に
添
っ
た
調
整
を
行
い
ま
す
。

転
院
さ
れ
る
場
合

●
か
か
り
つ
け
医
や
地
域
の
看
護
師
、ケ
ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー
な
ど
の
在
宅

　
チ
ー
ム
に
繋
い
で
い
き
ま
す
。場
合
に
よ
り
退
院
前
合
同
カ
ン
フ
ァ

　
レ
ン
ス
を
行
い
ま
す
。

自
宅
退
院
の
場
合

～退院前合同カンファレンスを行っています～

　急
速
な
高
齢
化
を
背
景
に
、日
本
の
医
療
体
制
は

大
き
く
変
化
し
、こ
れ
ま
で
の「
病
院
完
結
型
医
療
」か

ら「
地
域
完
結
型
医
療
」（
身
近
な
地
域
の
な
か
で
、病
院

や
か
か
り
つ
け
医
が
役
割
を
分
担
し
て
連
携
す
る
こ
と
で
、

患
者
さ
ん
に
切
れ
目
の
な
い
医
療
を
提
供
す
る
。）へ
移
行

し
て
き
て
い
ま
す
。こ
の
よ
う
な
流
れ
の
な
か
、当
院
は

地
域
の
中
核
病
院
と
し
て
、急
性
期
医
療
、高
度
専
門

医
療
、救
急
医
療
の
提
供
を
行
い
、さ
ら
に「
か
か
り
つ
け

医
」と
相
互
に
協
力・連
携
し
、医
療
の
役
割
分
担
を
図
っ

て
い
き
ま
す
。

「
か
か
り
つ
け
医
」と
は

介護保険施設
  

身
近
な
地
域
の
な
か
で
、患
者
さ
ん
の
日
頃
の
診
察
を
行

う
お
医
者
さ
ん
で
す
。海
外
で
は「
家
庭
医
」と
呼
ば
れ
る

こ
と
も
あ
り
、身
近
に
い
て
、ど
ん
な
病
気
も
は
じ
め
に

相
談
し
、検
査
、入
院
、専
門
治
療
が
必
要
に
な
れ
ば
、適
切

に
病
院
へ
引
き
継
い
で（
紹
介
し
て
）く
れ
ま
す
。

2「
か
か
り
つ
け
医
」を
も
つ
メ
リ
ッ
ト

3「
か
か
り
つ
け
医
」の
選
び
方
の
ポ
イ
ン
ト

4
当
院
へ
は
、「
か
か
り
つ
け
医
」か
ら
の
紹
介
で

受
診
し
て
く
だ
さ
い

（
１
）初
診
で
も
診
察
の
事
前
予
約
が
で
き
ま
す

　
　（
か
か
り
つ
け
医
か
ら
ご
予
約
が
取
れ
ま
す
）

（
２
）こ
れ
ま
で
の
治
療
経
過
が
分
か
り
、速
や
か
に
適
切
な

　
　
治
療
や
検
査
が
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

（
３
）紹
介
状
が
な
い
場
合
、初
診
時
に
選
定
療
養
費
５
、０
０
０
円

　
　（
税
別
）を
ご
負
担
い
た
だ
く
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

5
当
院
で
症
状
が
安
定
す
れ
ば

「
か
か
り
つ
け
医
」の
も
と
に
ご
紹
介
し
ま
す

（
１
）当
院
か
ら「
か
か
り
つ
け
医
」へ
ご
紹
介
後
、

病
状
の
変
化
や
定
期
的
な
検
査
で
当
院
で
の

治
療
が
必
要
に
な
れ
ば
、「
か
か
り
つ
け
医
」か

ら
の
ご
紹
介
で
当
院
に
て
再
び
治
療
を
受
け

て
い
た
だ
き
ま
す
。

（
２
）当
院
か
ら「
か
か
り
つ
け
医
」へ
ご
紹
介
後
、

「
か
か
り
つ
け
医
」か
ら
紹
介
状
な
し
で
当
院

を
受
診
さ
れ
ま
す
と
、再
診
時
に
選
定
療
養
費

２
、５
０
０
円（
税
別
）を
ご
負
担
い
た
だ
く
こ

と
が
あ
り
ま
す
。

6
当
院
２
階
総
合
受
付
の「
か
か
り
つ
け
医
紹
介
窓
口
」

で
か
か
り
つ
け
医
を
お
探
し
し
て
い
ま
す
。患
者
さ
ん
や
ご
家
族
の
ご
希
望
に

沿
っ
た
情
報（
場
所・診
療
時
間・診
療
科
な
ど
）を
提
供
し
て
い
ま
す
。お
気
軽
に

お
尋
ね
く
だ
さ
い
。

かかりつけ医
日常的な診察や健康管理を行い、
必要なときには
適切な病院・診療科を紹介。
・初期的な治療
・慢性疾患の定期的な投薬
・健康相談
・訪問診療　など

重症の患者さんや、救急の受け入れを
中心に、専門的で高度な
治療・検査を行う。

紹介状
専
門
的
な
治
療
や
検
査
が
必
要
な
場
合
は
、

紹
介
状
を
持
っ
て
受
診
。「
か
か
り
つ
け
医
」か
ら

医
療
連
携
課
へ
連
絡
。診
療
日
時
を
予
約
。

紹介状
病
状
が
安
定
す
れ
ば
逆
紹
介
。・救急医療（入院を要する疾患）

・専門的な治療
・高度機器を用いた検査
・入院治療や手術　など

医療連携により、
患者さんに切れ目のない医療を提供

医療連携により、
患者さんに切れ目のない医療を提供

大阪赤十字病院

地域完結型医療地域完結型医療

医療連携のイメージ

退
院
支
援

●
入
院
前
に
利
用
さ
れ
て
い
る
サ
ー
ビ
ス
の
利
用
状
況
を
伺
い
ま
す
。

●
入
院
生
活
に
関
す
る
オ
リ
エ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
を
行
い
ま
す
。

●
退
院
後
の
療
養
場
所
に
つ
い
て
説
明
し
ま
す
。転院先や利用できる施設が分からない

療養型病床

訪問看護

大阪赤十字病院

自宅

回復期リハビリテーション

かかりつけ医

（
１
）ど
ん
な
病
気
で
も
気
軽
に
相
談
で
き
る

（
２
）比
較
的
短
い
待
ち
時
間
で
診
察
し
て
く
れ
る

（
３
）早
期
発
見
、早
期
治
療
が
可
能
と
な
る

（
４
）必
要
な
と
き
は
専
門
医（
病
院
）を
紹
介
し
て
く
れ
る

（
１
）病
気
の
こ
と
を
分
か
り
や
す
く
説
明
し
て
く
れ
る

（
２
）話
し
や
す
い
、よ
く
話
を
聞
い
て
く
れ
る

（
３
）家
か
ら
近
い・交
通
の
便
が
良
い

「
か
か
り
つ
け
医
」を
お
も
ち
で
な
い
方
へ

当院２階総合受付の「かかりつけ医紹介窓口」

私たちが
退院支援担当者です。
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緊
急
で
運
ば
れ
て
く
る
患
者
さ
ん
が

多
く
、体
力
的
に
も
厳
し
い
環
境
下
に

置
か
れ
る
脳
神
経
外
科
医
。だ
が
、

そ
の
よ
う
な
状
況
で
も
橋
本
医
師
は

「
元
気
に
な
っ
た
患
者
さ
ん
を
見
る
と

う
れ
し
い
。そ
れ
が
す
べ
て
。」と
い
う
。

　
橋
本
医
師
の
毎
日
は
、丸
一日
手
術
の

日
も
あ
れ
ば
、カ
ン
フ
ァ
レ
ン
ス
、外
来

診
療
、半
日
手
術
、そ
し
て
管
理
業
務

と
、常
に
予
定
が
埋
ま
っ
て
い
る
。休
日

も
学
会
な
ど
への
参
加
で
、息
を
つ
く
暇

も
な
い
。そ
ん
な
多
忙
な
日
々
を
送
る

一方
で
、若
手
の
人
材
育
成
に
も
熱
心

だ
。「
昔
は『
自
分
が
い
か
に
技
術
を
つ

け
る
か
』が
主
軸
で
し
た
が
、今
は
、若
い

人
に
多
く
を
学
ん
で
ほ
し
い
と
思
っ
て

い
ま
す
。技
術
の
伝
承
も
惜
し
み
ま
せ
ん
。

先
人
が
10
年
か
か
っ
た
こ
と
を
、次
世

代
の
人
は
３
年
で
習
得
し
、次
の
ス
テ
ッ
プ

へ
進
ん
で
ほ
し
い
。そ
う
思
って
い
ま
す
。」

時
に
は
、若
手
の
た
め
に
セ
ミ
ナ
ー
を

主
催
す
る
こ
と
も
あ
る
と
い
う
。

　
そ
ん
な
橋
本
医
師
か
ら
感
じ
ら
れ
る

〝
親
身
さ
〞の
起
源
は
、橋
本
医
師
が

『
精
神
科
医
』と
し
て
、医
師
人
生
を
ス
タ

ー
ト
さ
せ
た
こ
と
に
さ
か
の
ぼ
る
。最
終

的
に
は
、自
身
の
得
意
分
野
を
活
か
す

こ
と
が
で
き
る
現
在
の
脳
神
経
外
科
医

に
転
科
し
た
が
、精
神
科
医
時
代
に
培

わ
れ
た
、患
者
さ
ん
や
周
り
の
ス
タ
ッ
フ

に
寄
り
添
う
姿
勢
が
今
も
橋
本
医
師

の
人
と
な
り
を
成
し
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
。

　
脳
神
経
外
科
は
治
療
法
の
進
歩
が

著
し
い
分
野
だ
と
い
う
。脳
梗
塞
で

血
管
が
詰
ま
っ
た
際
、従
来
は
薬
で
し

か
処
置
で
き
な
か
っ
た
患
者
さ
ん
に

対
し
、近
年
で
は
血
栓（
血
管
に
詰
ま

っ
た
血
液
の
塊
）の
回
収
が
可
能
に
な

っ
た
そ
う
だ
。「
さ
ま
ざ
ま
な
治
療
法

が
確
立
さ
れ
、よ
り
多
く
の
患
者
さ

ん
を
助
け
る
こ
と
が
で
き
る
。現
役
の

あ
い
だ
に
そ
の
よ
う
な
場
面
に
臨
む

こ
と
が
で
き
、喜
ば
し
い
で
す
ね
。」そ
う

橋
本
医
師
は
穏
や
か
な
表
情
で
語
っ
た
。

　
そ
し
て
、今
後
の
目
標
に
つい
て「
脳
血

栓
回
収
療
法
に
関
し
て
は
技
術
的
に
は

確
立
さ
れ
て
い
る
の
で
、あ
と
は『
い
か
に

時
間
を
短
縮
で
き
る
か
』が
重
要
。救
急

科
と
も
連
携
し
、各
プ
ロ
セ
ス
の
所
要
時

間
や
、シ
ス
テ
ム
自
体
の
見
直
し
に
も

取
り
組
ん
で
い
ま
す
。」と
話
し
て
く
れ
た
。

ま
た
、「
す
ぐ
に
ど
う
に
か
で
き
る
問
題

で
は
な
い
で
す
が
」と
前
提
し
た
上
で

「
地
方
に
は
医
療
過
疎
地
が
ま
だ
ま
だ

あ
り
ま
す
。〝
最
先
端
〞の
地
域
の
医
療
だ

け
が
先
鋭
さ
れ
て
い
る
の
で
は
な
く
、そ
の

周
り
も
比
例
し
て
医
療
技
術
が
向
上
し
、

日
本
全
体
の
幸
福
に
つ
な
が
る
よ
う
に

な
れ
ば
、と
思
って
い
ま
す
。」と
結
ん
だ
。

　
医
療
業
務
、若
手
育
成
、シ
ス
テ
ム
改

善
な
ど
、さ
ま
ざ
ま
な
分
野
に
尽
力
す
る

橋
本
医
師
。そ
の
よ
う
な
な
か
で
も
、「
医

師
と
は
幸
せ
な
仕
事
だ
」と
表
現
し
た
の

が
印
象
的
で
あ
っ
た
。橋
本
医
師
の
今
後

の
活
躍
と
、橋
本
医
師
の
も
と
で
学
ん
だ

次
世
代
の
医
師
た
ち
が
切
り
開
く
、脳
神

経
外
科
の
未
来
が
今
か
ら
待
ち
遠
し
い
。

「
こ
の
仕
事
を
選
ん
で
よ
か
っ
た
」

元
気
に
な
っ
て
帰
ら
れ
る
患
者
さ
ん
を
見
る
た
び
に
、そ
う
思
う
。

脳
神
経
外
科
主
任
部
長  

橋
本 

憲
司

す
べ
て
は
患
者
さ
ん
の
た
め
に
、

次
世
代
を
担
う
若
い
人
の

レ
ベ
ル
ア
ッ
プ
を
図
り
た
い
。

治
療
技
術
だ
け
で
な
く
、

シ
ス
テ
ム
自
体
の
改
善
で

患
者
さ
ん
の
予
後
を
さ
ら
に
良
く
。

　
寒
く
な
っ
て
き
ま
し
た
ね
。辛
い
物
を
食
べ
て
体
を
温
め
る
方
も
多
い
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

私
は
お
鍋
が
好
き
な
の
で
、こ
の
季
節
は
キ
ム
チ
鍋
を
よ
く
食
べ
ま
す
。今
回
は
、最
近
注
目
さ
れ
て

い
る〝
キ
ム
チ
〞の
栄
養
効
果
と
、キ
ム
チ
と
お
餅
を
使
っ
た『
餅
キ
ム
チ
チ
ヂ
ミ
』を
紹
介
し
ま
す
。冷
蔵

庫
に
あ
る
白
菜
キ
ム
チ
と
お
正
月
後
の
余
っ
た
お
餅
で
ぜ
ひ
お
試
し
く
だ
さ
い
。

　
キ
ム
チ
に
含
ま
れ
て
い
る
乳
酸
菌
は
、腸
内
の
善
玉
菌
を
増
や
し
腸
内
環
境
を
整
え
る
効
果
が
あ

り
、大
腸
が
ん
の
予
防
が
期
待
で
き
る
そ
う
で
す
。ま
た
、免
疫
力
を
左
右
す
る
腸
の
調
子
が
よ
く
な

る
こ
と
で
、免
疫
力
を
保
つ
効
果
も
期
待
で
き
ま
す
。

　
乳
酸
菌
は
大
き
く
分
け
て
、植
物
性
乳
酸
菌
と
動
物
性
乳
酸
菌
が
あ
り
ま
す
。キ
ム
チ
に
含
ま
れ

る
乳
酸
菌
は
、植
物
性
乳
酸
菌
で
す
。植
物
性
乳
酸
菌
は
、動
物
性
乳
酸
菌
よ
り
も
、生
き
た
ま
ま
腸

に
届
き
や
す
い
と
い
う
メ
リ
ッ
ト
が
あ
り
ま
す
。ヨ
ー
グ
ル
ト
な
ど
に
含
ま
れ
る
動
物
性
乳
酸
菌
は
、

酸
に
弱
く
、胃
酸
や
胆
汁
に
よ
り
ほ
と
ん
ど
が
死
滅
す
る
可
能
性
が
高
い
の
に

対
し
、キ
ム
チ
な
ど
に
含
ま
れ
る
植
物
性
乳
酸
菌
は
、酸
に
強
く
、生
き
た

ま
ま
腸
ま
で
届
き
や
す
い
の
が
特
長
で
す
。ま
た
、キ
ム
チ
は
ビ
タ
ミ
ン

B
群
や
食
物
繊
維
も
豊
富
で
す
。ビ
タ
ミ
ン
B
群
は
、糖
質
や
脂
質

の
代
謝
を
促
す
効
果
が
あ
り
、食
物
繊
維
は
整
腸
作
用
が
あ
る

こ
と
が
広
く
知
ら
れ
て
い
ま
す
。こ
の
よ
う
に
キ
ム
チ
は
栄
養
価

が
高
い
食
品
で
す
が
塩
分
が
多
く
含
ま
れ
て
い
ま
す
の
で
、

食
べ
る
頻
度
や
量
に
は
気
を
つ
け
る
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

細
菌
に
お
薬
が
効
か
な
く
な
る
？

餅
キ
ム
チ
チ
ヂ
ミ

食
だ
よ
り

栄
養
管
理
課  

管
理
栄
養
士
　福
井 

侑
子

H
A
S
H
IM
O
T
O
 K
E
N
J
I

シ
リ
ー
ズ

看
護
師
か
ら〝
身
内
の
健
康
相
談
〞を

受
け
る
こ
と
も
し
ば
し
ば

情
熱
の
白
衣 

医
師
の
素
顔
●71

大阪府生まれ。奈良県立医科大学卒業後、京都大学医学部附属病院の精神科で研修、後に脳神経外科へ転科。京都大学大学院、大阪府済生会野江病院を経て、アメリカのテネシー州立大学に留学。
平成16年から当院にて約6年半勤務。その後、浜松労災病院、市立岸和田市民病院（救急センター長を兼務）などを経て、平成31年4月再び当院に脳神経外科主任部長として着任した。

ミニ知識

　
細
菌
感
染
症
の
治
療
に
は
抗
菌
薬（
抗
生
剤・抗
生
物
質
）が
用
い
ら
れ
ま
す
。細
菌
を

殺
し
た
り
、増
殖
す
る
の
を
抑
え
た
り
す
る
こ
と
で
、効
果
を
示
し
ま
す
。し
か
し
、近
年
、

抗
菌
薬
が
効
か
な
い
菌
、つ
ま
り
薬
剤
耐
性
菌
が
世
界
的
に
増
え
て
き
て
い
ま
す
。細
菌
が

抗
菌
薬
か
ら
逃
れ
る
シ
ス
テ
ム
を
獲
得
し
て
し
ま
う
の
で
す
。薬
剤
耐
性
菌
が
原
因
と
な
っ

て
起
こ
っ
た
感
染
症
は
、従
来
の
抗
菌
薬
が
効
き
づ
ら
く
、治
療
が
困
難
と
な
る
こ
と
が

あ
り
ま
す
。

　
そ
れ
で
は
薬
剤
耐
性
菌
を
広
げ
な
い
た
め
に
身
近
に
で
き
る
こ
と
は
何
で
し
ょ
う
か
？

薬
剤
耐
性
菌
は
、抗
菌
薬
が
使
わ
れ
る
こ
と
で
、耐
性
を
持
た
な
い
菌
が
減
少
し
た
結
果
、

増
殖
し
や
す
く
な
り
ま
す
。よ
って
、抗
菌
薬
を
無
駄
な
く
正
し
く
使
う
た
め
に
次
の
こ
と

が
ポ
イ
ン
ト
と
な
り
ま
す
。

　
風
邪
の
原
因
の
約
９
割
は
ウ
イ
ル
ス
で
あ
り
細
菌
で
は
あ
り

ま
せ
ん
。細
菌
性
の
も
の
や
肺
炎
な
ど
が
疑
わ
れ
て
抗
菌
薬
が

処
方
さ
れ
た
場
合
を
除
き
、不
必
要
に
抗
菌
薬
を
欲
す
る
こ
と

は
薬
剤
耐
性
菌
の
原
因
と
な
る
抗
菌
薬
使
用
の
機
会
を
増
や
し

て
し
ま
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。

薬剤部 薬剤師  本城 綾子

ウ
イ
ル
ス
が
原
因
で
あ
る
風
邪
に
対
し
て
、

抗
菌
薬
の
処
方
を
希
望
し
な
い

　
服
用
回
数
に
つ
い
て
は
、抗
菌
薬
の
種
類
に
よ
り
異
な
り

ま
す
。ま
た
、服
用
量
は
患
者
さ
ん
個
人
の
年
齢
や
体
格
、腎
臓

や
肝
臓
の
機
能
を
考
慮
し
て
決
め
ら
れ
て
い
ま
す
。本
来
服
用

す
べ
き
お
薬
の
量
を
守
ら
ず
減
量
す
る
と
、血
液
中
の
お
薬
の
量
が
少
な
く
な
り
、生
き
残
る
耐
性

菌
を
増
や
し
て
し
ま
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。逆
に
過
量
に
服
用
す
る
と
、副
作
用
が
現
れ
る
恐
れ
が

あ
り
ま
す
。

　
服
用
期
間
に
つ
い
て
は
、感
染
症
を
治
療
す
る
の
に
必
要
な
日
数
を
考
慮
し
て
処
方
さ
れ
ま
す
。

症
状
が
よ
く
な
っ
た
か
ら
と
い
っ
て
自
己
判
断
で
止
め
て
し
ま
う
と
再
発
し
て
治
療
が
長
引
く
こ
と

も
あ
り
ま
す
。こ
う
し
た
理
由
の
ほ
か
、感
染
症
に
よ
り
原
因
菌
が
異
な
る
た
め
、抗
菌
薬
を
と
っ
て

お
い
て
別
の
機
会
に
服
用
し
た
り
他
人
に
あ
げ
た
り
し
て
は
い
け
ま
せ
ん
。

処
方
さ
れ
た
抗
菌
薬
を

医
師
の
指
示
通
り
服
用
す
る

　
予
防
で
き
る
感
染
症
は
予
防
し
て
、抗
菌
薬
使
用
の
機
会
を
で
き
る
限
り
少
な
く
し
ま
し
ょ
う
。

手
洗
い・咳
エ
チ
ケ
ッ
ト・ワ
ク
チ
ン
接
種

　「
看
護
師
に
な
り
た
い
。」物
心
が
つ
い

た
と
き
か
ら
そ
う
思
っ
て
い
ま
し
た
。

母
が
看
護
師
だ
っ
た
の
で
、そ
の
影
響
か

も
し
れ
ま
せ
ん
。他
の
職
種
と
迷
う
こ
と

な
く
、当
院
へ
入
職
し
ま
し
た
。

　
入
職
後
、最
初
の
配
属
は
、肺
が
ん
な
ど
の
患
者

さ
ん
の
ケ
ア
を
行
う
病
棟
で
し
た
。慣
れ
る
ま
で
は
、

体
力
的
に
も「
し
ん
ど
い
な
」と
感
じ
る
日
が
多
か

っ
た
で
す
ね
。そ
れ
で
も
、こ
の
道
に
進
ん
だ
こ
と
を

後
悔
し
た
こ
と
は一度
も
あ
り
ま
せ
ん
。

　
現
在
は
、主
に
急
性
期
の
脳
卒
中
の
患
者
さ
ん
の

看
護
を
行
って
い
ま
す
。以
前
の
病
棟
と
は
異
な
り
、

自
分
で
は
意
思
疎
通
が
で
き
な
い
方
が
多
い
の
で
、

バ
イ
タ
ル
サ
イ
ン（
体
温・血
圧・脈
拍
な
ど
）や
患
者

さ
ん
の
表
情
な
ど
か
ら
常
に
予
測
し
て
、適
切
な

ケ
ア
が
で
き
る
よ
う
気
を
配
って
い
ま
す
。「
急
変
」と

い
わ
れ
る
よ
う
な
も
の
も
、何
か
し
ら
の
予
兆
が
あ
る

の
で
、見
逃
さ
な
い
よ
う
に
細
心
の
注
意
を
払
っ
て

い
ま
す
ね
。ま
た
、ご
家
族
の
方
は
や
は
り
、戸
惑
い
や
不
安
を
抱
え
て

い
る
と
思
う
の
で
、そ
の
よ
う
な
方
も
含
め
て
、患
者
さ
ん
だ
け
で

な
く
、周
り
の
方
々
の
フ
ォロ
ー
も
大
切
だ
と
考
え
、取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　
忙
し
い
毎
日
で
す
が
、ご
飯
を
食
べ
ら
れ
な
か
っ
た
患
者
さ
ん
が

食
べ
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
り
、話
す
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
患
者

さ
ん
が
話
せ
る
よ
う
に
な
っ
た
り
と
、う
れ
し
さ
や
、や
り
が
い
を

感
じ
る
場
面
は
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
。

　
休
日
は
お
気
に
入
り
の
公
園
に
出
か
け

た
り
し
て
、リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
し
て
い
ま
す
。

通
勤
に
片
道
１
時
間
ほ
ど
か
か
る
の
で
、

そ
の
間
に
自
然
と「
O
N
」、「
O
F
F
」が

切
り
替
わ
って
い
る
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　
看
護
師
に
な
って
、も
う
10
年
以
上
経
ち
ま
し
た
が
、思
い
返
し

て
み
れ
ば
本
当
に
あ
っ
と
い
う
間
で
し
た
。目
の
前
の
患
者
さ
ん
の

看
護
を
大
切
に
し
て
い
き
た
い
、と
い
う
思
い
は
、当
初
か
ら
変
わ

り
ま
せ
ん
。今
後
も
そ
の
と
き
に
必
要
な
ケ
ア
を
、患
者
さ
ん
に

も
、ご
家
族
の
方
に
も
で
き
る
よ
う
、心
が
け
て
い
き
た
い
で
す
ね
。

奈良県生まれ。平成19年大阪赤十字看護専門学校卒業後、当院に就職。主に肺がん患者の看護経験の後、
平成24年に脳卒中患者の看護を行う現在の病棟へ配属。患者当人だけでなく、その家族のフォローまで意識した看護を行っている。
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看
護
師  

畠
山 

愛
里
沙

患者さんの“変化”を見逃さない。
意思疎通が難しいからこそ、常に最適な看護を。

奈良公園での一枚。

お 薬 2匹とも元捨て犬ですが、今は
わが家のアイドルです。つい餌を
与えすぎて妻に怒られています。

★お好みで、醤油と酢を1：1で作ったタレを付けて
　食べてもおいしいです。また、豚こま肉ではなく、
　えびやいかなどを入れてもいいですね。

100g
50g
30g
1個
50g
10ｇ

100ml
100g
1個

小さじ2
大さじ1

〈材料〉（2人分）
豚こま肉
玉ねぎ
ニラ
切り餅
白菜キムチ
青ねぎ
【生地】

作り方
❶豚こま肉は大きければ一口大に切る。玉ねぎは
　薄切りに、ニラは根元を切り落とし3cm幅に切る。
　切り餅は薄切りにする。
❷ボウルで生地の材料を混ぜ、①とキムチを加えて
　さらに混ぜ合わせる。
❸フライパンを強火に熱し、ごま油をひいてキッチ
　ンペーパーで伸ばし、②を流し入れて焼く。
❹焼き色が付いたら裏返し、押さえつけながら
　片側にも焼き色が付くまで中火で焼き、
　豚こま肉に火が通ったら火から下ろす。
❺食べやすい大きさに切って、お皿に盛り、
　青ねぎを散らして完成です。

水
薄力粉
卵
鶏ガラスープの素
ごま油

3 2 1

5 4
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緊
急
で
運
ば
れ
て
く
る
患
者
さ
ん
が

多
く
、体
力
的
に
も
厳
し
い
環
境
下
に

置
か
れ
る
脳
神
経
外
科
医
。だ
が
、

そ
の
よ
う
な
状
況
で
も
橋
本
医
師
は

「
元
気
に
な
っ
た
患
者
さ
ん
を
見
る
と

う
れ
し
い
。そ
れ
が
す
べ
て
。」と
い
う
。

　
橋
本
医
師
の
毎
日
は
、丸
一日
手
術
の

日
も
あ
れ
ば
、カ
ン
フ
ァ
レ
ン
ス
、外
来

診
療
、半
日
手
術
、そ
し
て
管
理
業
務

と
、常
に
予
定
が
埋
ま
っ
て
い
る
。休
日

も
学
会
な
ど
への
参
加
で
、息
を
つ
く
暇

も
な
い
。そ
ん
な
多
忙
な
日
々
を
送
る

一方
で
、若
手
の
人
材
育
成
に
も
熱
心

だ
。「
昔
は『
自
分
が
い
か
に
技
術
を
つ

け
る
か
』が
主
軸
で
し
た
が
、今
は
、若
い

人
に
多
く
を
学
ん
で
ほ
し
い
と
思
っ
て

い
ま
す
。技
術
の
伝
承
も
惜
し
み
ま
せ
ん
。

先
人
が
10
年
か
か
っ
た
こ
と
を
、次
世

代
の
人
は
３
年
で
習
得
し
、次
の
ス
テ
ッ
プ

へ
進
ん
で
ほ
し
い
。そ
う
思
って
い
ま
す
。」

時
に
は
、若
手
の
た
め
に
セ
ミ
ナ
ー
を

主
催
す
る
こ
と
も
あ
る
と
い
う
。

　
そ
ん
な
橋
本
医
師
か
ら
感
じ
ら
れ
る

〝
親
身
さ
〞の
起
源
は
、橋
本
医
師
が

『
精
神
科
医
』と
し
て
、医
師
人
生
を
ス
タ

ー
ト
さ
せ
た
こ
と
に
さ
か
の
ぼ
る
。最
終

的
に
は
、自
身
の
得
意
分
野
を
活
か
す

こ
と
が
で
き
る
現
在
の
脳
神
経
外
科
医

に
転
科
し
た
が
、精
神
科
医
時
代
に
培

わ
れ
た
、患
者
さ
ん
や
周
り
の
ス
タ
ッ
フ

に
寄
り
添
う
姿
勢
が
今
も
橋
本
医
師

の
人
と
な
り
を
成
し
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
。

　
脳
神
経
外
科
は
治
療
法
の
進
歩
が

著
し
い
分
野
だ
と
い
う
。脳
梗
塞
で

血
管
が
詰
ま
っ
た
際
、従
来
は
薬
で
し

か
処
置
で
き
な
か
っ
た
患
者
さ
ん
に

対
し
、近
年
で
は
血
栓（
血
管
に
詰
ま

っ
た
血
液
の
塊
）の
回
収
が
可
能
に
な

っ
た
そ
う
だ
。「
さ
ま
ざ
ま
な
治
療
法

が
確
立
さ
れ
、よ
り
多
く
の
患
者
さ

ん
を
助
け
る
こ
と
が
で
き
る
。現
役
の

あ
い
だ
に
そ
の
よ
う
な
場
面
に
臨
む

こ
と
が
で
き
、喜
ば
し
い
で
す
ね
。」そ
う

橋
本
医
師
は
穏
や
か
な
表
情
で
語
っ
た
。

　
そ
し
て
、今
後
の
目
標
に
つい
て「
脳
血

栓
回
収
療
法
に
関
し
て
は
技
術
的
に
は

確
立
さ
れ
て
い
る
の
で
、あ
と
は『
い
か
に

時
間
を
短
縮
で
き
る
か
』が
重
要
。救
急

科
と
も
連
携
し
、各
プ
ロ
セ
ス
の
所
要
時

間
や
、シ
ス
テ
ム
自
体
の
見
直
し
に
も

取
り
組
ん
で
い
ま
す
。」と
話
し
て
く
れ
た
。

ま
た
、「
す
ぐ
に
ど
う
に
か
で
き
る
問
題

で
は
な
い
で
す
が
」と
前
提
し
た
上
で

「
地
方
に
は
医
療
過
疎
地
が
ま
だ
ま
だ

あ
り
ま
す
。〝
最
先
端
〞の
地
域
の
医
療
だ

け
が
先
鋭
さ
れ
て
い
る
の
で
は
な
く
、そ
の

周
り
も
比
例
し
て
医
療
技
術
が
向
上
し
、

日
本
全
体
の
幸
福
に
つ
な
が
る
よ
う
に

な
れ
ば
、と
思
って
い
ま
す
。」と
結
ん
だ
。

　
医
療
業
務
、若
手
育
成
、シ
ス
テ
ム
改

善
な
ど
、さ
ま
ざ
ま
な
分
野
に
尽
力
す
る

橋
本
医
師
。そ
の
よ
う
な
な
か
で
も
、「
医

師
と
は
幸
せ
な
仕
事
だ
」と
表
現
し
た
の

が
印
象
的
で
あ
っ
た
。橋
本
医
師
の
今
後

の
活
躍
と
、橋
本
医
師
の
も
と
で
学
ん
だ

次
世
代
の
医
師
た
ち
が
切
り
開
く
、脳
神

経
外
科
の
未
来
が
今
か
ら
待
ち
遠
し
い
。

「
こ
の
仕
事
を
選
ん
で
よ
か
っ
た
」

元
気
に
な
っ
て
帰
ら
れ
る
患
者
さ
ん
を
見
る
た
び
に
、そ
う
思
う
。

脳
神
経
外
科
主
任
部
長  

橋
本 

憲
司

す
べ
て
は
患
者
さ
ん
の
た
め
に
、

次
世
代
を
担
う
若
い
人
の

レ
ベ
ル
ア
ッ
プ
を
図
り
た
い
。

治
療
技
術
だ
け
で
な
く
、

シ
ス
テ
ム
自
体
の
改
善
で

患
者
さ
ん
の
予
後
を
さ
ら
に
良
く
。

　
寒
く
な
っ
て
き
ま
し
た
ね
。辛
い
物
を
食
べ
て
体
を
温
め
る
方
も
多
い
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

私
は
お
鍋
が
好
き
な
の
で
、こ
の
季
節
は
キ
ム
チ
鍋
を
よ
く
食
べ
ま
す
。今
回
は
、最
近
注
目
さ
れ
て

い
る〝
キ
ム
チ
〞の
栄
養
効
果
と
、キ
ム
チ
と
お
餅
を
使
っ
た『
餅
キ
ム
チ
チ
ヂ
ミ
』を
紹
介
し
ま
す
。冷
蔵

庫
に
あ
る
白
菜
キ
ム
チ
と
お
正
月
後
の
余
っ
た
お
餅
で
ぜ
ひ
お
試
し
く
だ
さ
い
。

　
キ
ム
チ
に
含
ま
れ
て
い
る
乳
酸
菌
は
、腸
内
の
善
玉
菌
を
増
や
し
腸
内
環
境
を
整
え
る
効
果
が
あ

り
、大
腸
が
ん
の
予
防
が
期
待
で
き
る
そ
う
で
す
。ま
た
、免
疫
力
を
左
右
す
る
腸
の
調
子
が
よ
く
な

る
こ
と
で
、免
疫
力
を
保
つ
効
果
も
期
待
で
き
ま
す
。

　
乳
酸
菌
は
大
き
く
分
け
て
、植
物
性
乳
酸
菌
と
動
物
性
乳
酸
菌
が
あ
り
ま
す
。キ
ム
チ
に
含
ま
れ

る
乳
酸
菌
は
、植
物
性
乳
酸
菌
で
す
。植
物
性
乳
酸
菌
は
、動
物
性
乳
酸
菌
よ
り
も
、生
き
た
ま
ま
腸

に
届
き
や
す
い
と
い
う
メ
リ
ッ
ト
が
あ
り
ま
す
。ヨ
ー
グ
ル
ト
な
ど
に
含
ま
れ
る
動
物
性
乳
酸
菌
は
、

酸
に
弱
く
、胃
酸
や
胆
汁
に
よ
り
ほ
と
ん
ど
が
死
滅
す
る
可
能
性
が
高
い
の
に

対
し
、キ
ム
チ
な
ど
に
含
ま
れ
る
植
物
性
乳
酸
菌
は
、酸
に
強
く
、生
き
た

ま
ま
腸
ま
で
届
き
や
す
い
の
が
特
長
で
す
。ま
た
、キ
ム
チ
は
ビ
タ
ミ
ン

B
群
や
食
物
繊
維
も
豊
富
で
す
。ビ
タ
ミ
ン
B
群
は
、糖
質
や
脂
質

の
代
謝
を
促
す
効
果
が
あ
り
、食
物
繊
維
は
整
腸
作
用
が
あ
る

こ
と
が
広
く
知
ら
れ
て
い
ま
す
。こ
の
よ
う
に
キ
ム
チ
は
栄
養
価

が
高
い
食
品
で
す
が
塩
分
が
多
く
含
ま
れ
て
い
ま
す
の
で
、

食
べ
る
頻
度
や
量
に
は
気
を
つ
け
る
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

細
菌
に
お
薬
が
効
か
な
く
な
る
？

餅
キ
ム
チ
チ
ヂ
ミ

食
だ
よ
り

栄
養
管
理
課  

管
理
栄
養
士
　福
井 

侑
子

H
A
S
H
IM
O
T
O
 K
E
N
J
I

シ
リ
ー
ズ

看
護
師
か
ら〝
身
内
の
健
康
相
談
〞を

受
け
る
こ
と
も
し
ば
し
ば

情
熱
の
白
衣 

医
師
の
素
顔
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大阪府生まれ。奈良県立医科大学卒業後、京都大学医学部附属病院の精神科で研修、後に脳神経外科へ転科。京都大学大学院、大阪府済生会野江病院を経て、アメリカのテネシー州立大学に留学。
平成16年から当院にて約6年半勤務。その後、浜松労災病院、市立岸和田市民病院（救急センター長を兼務）などを経て、平成31年4月再び当院に脳神経外科主任部長として着任した。

ミニ知識

　
細
菌
感
染
症
の
治
療
に
は
抗
菌
薬（
抗
生
剤・抗
生
物
質
）が
用
い
ら
れ
ま
す
。細
菌
を

殺
し
た
り
、増
殖
す
る
の
を
抑
え
た
り
す
る
こ
と
で
、効
果
を
示
し
ま
す
。し
か
し
、近
年
、

抗
菌
薬
が
効
か
な
い
菌
、つ
ま
り
薬
剤
耐
性
菌
が
世
界
的
に
増
え
て
き
て
い
ま
す
。細
菌
が

抗
菌
薬
か
ら
逃
れ
る
シ
ス
テ
ム
を
獲
得
し
て
し
ま
う
の
で
す
。薬
剤
耐
性
菌
が
原
因
と
な
っ

て
起
こ
っ
た
感
染
症
は
、従
来
の
抗
菌
薬
が
効
き
づ
ら
く
、治
療
が
困
難
と
な
る
こ
と
が

あ
り
ま
す
。

　
そ
れ
で
は
薬
剤
耐
性
菌
を
広
げ
な
い
た
め
に
身
近
に
で
き
る
こ
と
は
何
で
し
ょ
う
か
？

薬
剤
耐
性
菌
は
、抗
菌
薬
が
使
わ
れ
る
こ
と
で
、耐
性
を
持
た
な
い
菌
が
減
少
し
た
結
果
、

増
殖
し
や
す
く
な
り
ま
す
。よ
って
、抗
菌
薬
を
無
駄
な
く
正
し
く
使
う
た
め
に
次
の
こ
と

が
ポ
イ
ン
ト
と
な
り
ま
す
。

　
風
邪
の
原
因
の
約
９
割
は
ウ
イ
ル
ス
で
あ
り
細
菌
で
は
あ
り

ま
せ
ん
。細
菌
性
の
も
の
や
肺
炎
な
ど
が
疑
わ
れ
て
抗
菌
薬
が

処
方
さ
れ
た
場
合
を
除
き
、不
必
要
に
抗
菌
薬
を
欲
す
る
こ
と

は
薬
剤
耐
性
菌
の
原
因
と
な
る
抗
菌
薬
使
用
の
機
会
を
増
や
し

て
し
ま
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。

薬剤部 薬剤師  本城 綾子

ウ
イ
ル
ス
が
原
因
で
あ
る
風
邪
に
対
し
て
、

抗
菌
薬
の
処
方
を
希
望
し
な
い

　
服
用
回
数
に
つ
い
て
は
、抗
菌
薬
の
種
類
に
よ
り
異
な
り

ま
す
。ま
た
、服
用
量
は
患
者
さ
ん
個
人
の
年
齢
や
体
格
、腎
臓

や
肝
臓
の
機
能
を
考
慮
し
て
決
め
ら
れ
て
い
ま
す
。本
来
服
用

す
べ
き
お
薬
の
量
を
守
ら
ず
減
量
す
る
と
、血
液
中
の
お
薬
の
量
が
少
な
く
な
り
、生
き
残
る
耐
性

菌
を
増
や
し
て
し
ま
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。逆
に
過
量
に
服
用
す
る
と
、副
作
用
が
現
れ
る
恐
れ
が

あ
り
ま
す
。

　
服
用
期
間
に
つ
い
て
は
、感
染
症
を
治
療
す
る
の
に
必
要
な
日
数
を
考
慮
し
て
処
方
さ
れ
ま
す
。

症
状
が
よ
く
な
っ
た
か
ら
と
い
っ
て
自
己
判
断
で
止
め
て
し
ま
う
と
再
発
し
て
治
療
が
長
引
く
こ
と

も
あ
り
ま
す
。こ
う
し
た
理
由
の
ほ
か
、感
染
症
に
よ
り
原
因
菌
が
異
な
る
た
め
、抗
菌
薬
を
と
っ
て

お
い
て
別
の
機
会
に
服
用
し
た
り
他
人
に
あ
げ
た
り
し
て
は
い
け
ま
せ
ん
。

処
方
さ
れ
た
抗
菌
薬
を

医
師
の
指
示
通
り
服
用
す
る

　
予
防
で
き
る
感
染
症
は
予
防
し
て
、抗
菌
薬
使
用
の
機
会
を
で
き
る
限
り
少
な
く
し
ま
し
ょ
う
。

手
洗
い・咳
エ
チ
ケ
ッ
ト・ワ
ク
チ
ン
接
種

　「
看
護
師
に
な
り
た
い
。」物
心
が
つ
い

た
と
き
か
ら
そ
う
思
っ
て
い
ま
し
た
。

母
が
看
護
師
だ
っ
た
の
で
、そ
の
影
響
か

も
し
れ
ま
せ
ん
。他
の
職
種
と
迷
う
こ
と

な
く
、当
院
へ
入
職
し
ま
し
た
。

　
入
職
後
、最
初
の
配
属
は
、肺
が
ん
な
ど
の
患
者

さ
ん
の
ケ
ア
を
行
う
病
棟
で
し
た
。慣
れ
る
ま
で
は
、

体
力
的
に
も「
し
ん
ど
い
な
」と
感
じ
る
日
が
多
か

っ
た
で
す
ね
。そ
れ
で
も
、こ
の
道
に
進
ん
だ
こ
と
を

後
悔
し
た
こ
と
は一度
も
あ
り
ま
せ
ん
。

　
現
在
は
、主
に
急
性
期
の
脳
卒
中
の
患
者
さ
ん
の

看
護
を
行
って
い
ま
す
。以
前
の
病
棟
と
は
異
な
り
、

自
分
で
は
意
思
疎
通
が
で
き
な
い
方
が
多
い
の
で
、

バ
イ
タ
ル
サ
イ
ン（
体
温・血
圧・脈
拍
な
ど
）や
患
者

さ
ん
の
表
情
な
ど
か
ら
常
に
予
測
し
て
、適
切
な

ケ
ア
が
で
き
る
よ
う
気
を
配
って
い
ま
す
。「
急
変
」と

い
わ
れ
る
よ
う
な
も
の
も
、何
か
し
ら
の
予
兆
が
あ
る

の
で
、見
逃
さ
な
い
よ
う
に
細
心
の
注
意
を
払
っ
て

い
ま
す
ね
。ま
た
、ご
家
族
の
方
は
や
は
り
、戸
惑
い
や
不
安
を
抱
え
て

い
る
と
思
う
の
で
、そ
の
よ
う
な
方
も
含
め
て
、患
者
さ
ん
だ
け
で

な
く
、周
り
の
方
々
の
フ
ォロ
ー
も
大
切
だ
と
考
え
、取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　
忙
し
い
毎
日
で
す
が
、ご
飯
を
食
べ
ら
れ
な
か
っ
た
患
者
さ
ん
が

食
べ
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
り
、話
す
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
患
者

さ
ん
が
話
せ
る
よ
う
に
な
っ
た
り
と
、う
れ
し
さ
や
、や
り
が
い
を

感
じ
る
場
面
は
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
。

　
休
日
は
お
気
に
入
り
の
公
園
に
出
か
け

た
り
し
て
、リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
し
て
い
ま
す
。

通
勤
に
片
道
１
時
間
ほ
ど
か
か
る
の
で
、

そ
の
間
に
自
然
と「
O
N
」、「
O
F
F
」が

切
り
替
わ
って
い
る
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　
看
護
師
に
な
って
、も
う
10
年
以
上
経
ち
ま
し
た
が
、思
い
返
し

て
み
れ
ば
本
当
に
あ
っ
と
い
う
間
で
し
た
。目
の
前
の
患
者
さ
ん
の

看
護
を
大
切
に
し
て
い
き
た
い
、と
い
う
思
い
は
、当
初
か
ら
変
わ

り
ま
せ
ん
。今
後
も
そ
の
と
き
に
必
要
な
ケ
ア
を
、患
者
さ
ん
に

も
、ご
家
族
の
方
に
も
で
き
る
よ
う
、心
が
け
て
い
き
た
い
で
す
ね
。

奈良県生まれ。平成19年大阪赤十字看護専門学校卒業後、当院に就職。主に肺がん患者の看護経験の後、
平成24年に脳卒中患者の看護を行う現在の病棟へ配属。患者当人だけでなく、その家族のフォローまで意識した看護を行っている。

看護師レポート ARISA HATAKEYAMA71

看
護
師  

畠
山 

愛
里
沙

患者さんの“変化”を見逃さない。
意思疎通が難しいからこそ、常に最適な看護を。

奈良公園での一枚。

お 薬 2匹とも元捨て犬ですが、今は
わが家のアイドルです。つい餌を
与えすぎて妻に怒られています。

★お好みで、醤油と酢を1：1で作ったタレを付けて
　食べてもおいしいです。また、豚こま肉ではなく、
　えびやいかなどを入れてもいいですね。

100g
50g
30g
1個
50g
10ｇ

100ml
100g
1個

小さじ2
大さじ1

〈材料〉（2人分）
豚こま肉
玉ねぎ
ニラ
切り餅
白菜キムチ
青ねぎ
【生地】

作り方
❶豚こま肉は大きければ一口大に切る。玉ねぎは
　薄切りに、ニラは根元を切り落とし3cm幅に切る。
　切り餅は薄切りにする。
❷ボウルで生地の材料を混ぜ、①とキムチを加えて
　さらに混ぜ合わせる。
❸フライパンを強火に熱し、ごま油をひいてキッチ
　ンペーパーで伸ばし、②を流し入れて焼く。
❹焼き色が付いたら裏返し、押さえつけながら
　片側にも焼き色が付くまで中火で焼き、
　豚こま肉に火が通ったら火から下ろす。
❺食べやすい大きさに切って、お皿に盛り、
　青ねぎを散らして完成です。

水
薄力粉
卵
鶏ガラスープの素
ごま油

3 2 1

5 4
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が
ん
患
者
さ
ん
の〝
仕
事
〞に
関
す
る
こ
と
は
、

当
院
の『
が
ん
相
談
支
援
セ
ン
タ
ー
』に

ご
相
談
く
だ
さ
い
。

『
が
ん
相
談
支
援
セ
ン
タ
ー
』で
は
専
門
の
相
談
員
を
招
い
て
対
応
に
あ
た
っ
て
い
ま
す
。

　
キ
ャ
ロ
リ
ン
グ
は
歴
史
が
古
く
、

戦
後
間
も
な
い
昭
和
27
年
、当
院

は
法
円
坂（
現
在
の
難
波
離
宮

跡
）に
あ
り
、看
護
婦
寮
も
併
設
し

て
い
た
頃
に
さ
か
の
ぼ
り
ま
す
。

看
護
婦
た
ち
が
勤
務
を
終
え
た
後
、

寮
で
お
し
ゃ
べ
り
を
し
た
り
、歌
を

歌
っ
た
り
す
る
こ
と
く
ら
い
し
か
娯
楽
の
な
か
っ
た
時
代
で
し
た
。

歌
の
好
き
な
ひ
と
り
の
若
い
看
護
婦
が
、友
人
ら
と
近
く
の

Y
W
C
A（Young

　Wom
an’s

　Christian

　Association
）

に
通
っ
て
お
り
、そ
こ
で
楽
し
く
歌
を
歌
っ
て
い
た
そ
う
で
す
。

　
そ
の
当
時
、大
阪
の
い
く
つ
か
の
病
院
で
は
、ク
リ
ス
マ
ス
に

な
る
と
看
護
婦
に
よ
っ
て
讃
美
歌
が
歌
わ
れ
て
い
た
そ
う
で
す

が
、当
院
で
も
ク
リ
ス
マ
ス
の
時
期
に
患
者
さ
ん
の
た
め
に
歌
を

歌
え
た
ら
と
、誰
と
は
な
し
に
言
い
始
め
ま
し
た
。そ
れ
を
き
っ

か
け
に
歌
の
好
き
な
医
師
や
看
護
婦
、看
護
学
生
が
集
ま
っ
て
、

歌
を
歌
い
な
が
ら
病
棟
を
廻
り
始
め
た
の
が
、当
院
の『
キ
ャ
ロ

リ
ン
グ
』の
始
ま
り
で
す
。

　
昭
和
31
年
、当
院
が
現
在
の
場
所
に
戻
っ
た
後
も
、こ
の
有
志

に
よ
る『
キ
ャ
ロ
リ
ン
グ
』は
、途
切
れ
る
こ
と
な
く
続
け
ら
れ
て

い
ま
す
。当
初
の
よ
う
に
医
師
や
看
護
師
の
参
加
は

な
く
な
っ
て
き
ま
し
た
が
、現
在
は
１
０
０
名
以
上

の
看
護
学
生
に
よ
っ
て
行
わ
れ
て
い
ま
す
。患
者

さ
ん
へ
美
し
い
歌
声
を
届
け
た
い
と
、参
加
す
る

学
生
た
ち
は
１
カ
月
ほ
ど
前
か
ら
授
業
や
実
習
の

後
に
音
楽
の
先
生
の
合
唱
指
導
の
も
と
練
習
を
重

ね
て
い
ま
す
。明
か
り
を
灯
し
た
ろ
う
そ
く
を
手
に

讃
美
歌
を
歌
う
学
生
の
姿
は
、看
護
師
の
原
点
で
あ

る
ナ
イ
チ
ン
ゲ
ー
ル
を
彷
彿
と
さ
せ
、き
っ
と
多
く
の

患
者
さ
ん
に
安
ら
ぎ
を
感
じ
て
も
ら
え
る
も
の
と
な

っ
て
い
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　
最
後
に
な
り
ま
し
た
が
、毎
年
、合
唱
指
導
を
し

て
く
だ
さ
る
音
楽
の
先
生
、『
キ
ャ
ロ
リ
ン
グ
』の
風

景
を
き
れ
い
に
撮
影
し
て
く
だ
さ
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

の
方
へ
、こ
の
場
を
借
り
て
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

キ
ャ
ロ
リ
ン
グ
の
歴
史

紹  介

逆紹介

大阪赤十字病院
高度医療・専門医療
症状が安定したら再び
「かかりつけ医」へ

かかりつけ医
日ごろの健康管理
専門的な治療が
必要なら当院へ紹介

大手眼科クリニック
◆ 院　長／大手 昭俊　
◆ 診療科／眼科
◆ 住　所／大阪市天王寺区上本町６－２－２２
　　　　　山崎製煉ビル１Ｆ
◆ 電　話／０６－６７６１－２１１８
◆ 往　診／有（休診日に実施）
◆ 診療時間

当院では現在、白内障・緑内障・糖尿病網膜症などコンタクト処方も含め
眼科一般診療を行っています。内科的治療を主として行い、手術などの外科的治療
が必要になれば遅滞なく大阪赤十字病院を主として高次専門医療機関を紹介して
います。
近鉄「大阪上本町駅」、大阪メトロ（地下鉄）谷町線・千日前線「谷町九丁目駅」から
徒歩1～5分に所在し、アクセスも便利です。

特長

おお    て     がん    か ない     か

こう内科クリニック
◆ 院　長／髙  成勲　
◆ 診療科／内科、消化器内科
◆ 住　所／大阪市生野区勝山北２－１７－１７
◆ 電　話／０６－６７１５－７１０１
◆ 訪問診療／有
◆ 診療時間

地域のプライマリケア医として機能すべく日々の診療を行っています。
内科全般の診療を行っていますが、外来診察だけでなく在宅支援診療所として
訪問診療にも注力しています。自院での診療だけに固執せず、大阪赤十字病院
などの基幹病院と連携を図りながら、病状に応じ適切な医療機関へ紹介させて
いただくことを心がけています。

生野区勝山通りにあるクリニックです。コインパーキングが
隣接しており、お車での来院も可能です。誠実な診療に努めていきたいと考えて
います。よろしくお願いします。

特長

地域の皆さまへ

登録医紹介 〝かかりつけ医〟をもちましょう
病院と診療所がその機能や役割を分担しながら、患者さんに適切な医療を提供
することが求められています。自分のことをよく知っていて、ちょっとした病気や
ケガの診察や相談ができる〝かかりつけ医〟をもちましょう。

町の小さな眼科クリニックですので、何事も遠慮なく気軽に相談
してください。大阪赤十字病院と密接な連携に努め、地域医療に貢献していきたいと
思っています。よろしくお願いいたします。

地域の皆さまへ

vol.42『がんサポートチーム』からのお知らせ vol.42『がんサポートチーム』からのお知らせ

　
が
ん
と
告
げ
ら
れ
る
こ

と
は
衝
撃
的
な
出
来
事
で

あ
り
、心
に
大
き
な
ス
ト
レ

ス
を
も
た
ら
し
ま
す
。告
知

後
の
数
日
間
は「
ま
さ
か
自

分
が…

」「
何
か
の
間
違
い

だ
」な
ど
と
認
め
た
く
な
い

気
持
ち
を
抱
く
人
が
ほ
と

ん
ど
で
す
。ま
た
、「
な
ぜ
、

自
分
だ
け
が
こ
ん
な
目
に

遭
う
の
か
」「
食
生
活
の
せ

い
で
は
な
い
か
」「
仕
事
の
ス

ト
レ
ス
で
は
な
い
か
」

と
自
分
を
責
め
る
人

も
い
ま
す
。し
か
し
、

多
く
の
が
ん
の
原
因

は
、解
明
さ
れ
て
い
な

い
の
が
現
状
で
す
。

　
さ
ら
に
、し
ば
ら

く
は
不
安
や
落
ち
込

み
で
眠
れ
な
か
っ
た
り
、食
欲

が
な
か
っ
た
り
、集
中
力
が
低
下
し
た

り
す
る
人
も
い
ま
す
。心
配
を
か
け

た
く
な
い
た
め
、「
つ
ら
い
」「
悔
し
い
」

と
いっ
た
気
持
ち
を
話
す
こ
と
を
た
め

ら
う
人
も
い
ま
す
。そ
ん
な
と
き
は

家
族
や
親
し
い
友
人
な
ど
に
つ
ら
い

気
持
ち
や
不
安
を
話
し
た
り
、〝
が
ん

看
護
相
談
〞を
活
用
し
た
り
し
て
く
だ
さ
い
。不
安

を
吐
き
出
す
こ
と
で
、落
ち
込
ん
で
い
る
気
持
ち
が

少
し
軽
く
な
っ
た
り
、話
す
う
ち
に
問
題
が
整
理
で

き
た
り
す
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

　
診
断
後
は
さ
ま
ざ
ま
な
検
査
の
結
果
を
も
と
に
、

ど
の
よ
う
な
治
療
を
行
う
か
を
決
め
ま
す
が
、そ
の

際
、病
気
や
治
療
、療
養
生
活
な
ど
、も
っ
と
詳
し
く

知
り
た
い
と
思
っ
た
こ
と
を
自
分
で
調
べ
て
み
る
こ
と

も
、不
安
を
軽
減
す
る
方
法
の
ひ
と
つ
で

す
。情
報
を
得
る
こ
と
が
、漠
然
と
し
た

不
安
の
軽
減
に
つ
な
が
る
場
合
や
、納
得

し
て
意
思
決
定
す
る
た
め
の
判
断
材
料
に

な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

　
最
近
は
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
多
く
の
情

報
が
入
手
で
き
、テ
レ
ビ
や
書
籍
で
も
が
ん

の
情
報
が
得
ら
れ
ま
す
。し
か
し
な
が
ら
、

病
状
や
状
況
に
よ
って
、適
し
て
い
る
治
療

や
必
要
な
情
報
は
違
い
ま
す
。情
報
の
信

頼
性
が
大
切
な
の
は
言
う
ま
で
も
あ
り

ま
せ
ん
が
、そ
の
情
報
が
自
分
に
当
て
は

ま
る
か
ど
う
か
は
、担

当
医
や
外
来・病
棟
に

い
る
看
護
師
、薬
剤

師
に
確
認
し
て
判
断

す
る
こ
と
が
大
切
で

す
。ま
た
、情
報
探
し

の
第
一
歩
と
し
て
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
で
の「
が

ん
情
報
サ
ー
ビ
ス（
　
　
　
　
　
）」の

検
索
や
、が
ん
看
護
相
談
を
利
用
す
る
こ
と

も
、自
分
ら
し
く
が
ん
に
向
き
合
う
た
め

の
方
法
と
し
て
、試
し
て
み
て
く
だ
さ
い
。

※日曜、祝日は休診

髙院長とスタッフ

月 　火 　  水 　  木　   金　   土   
午前（  9：00～12：00）
午後（16：30～19：30）

外　来

※木曜、日曜、祝日は休診

月 　火 　  水 　  木　   金　   土   
午前（10：00～13：00）
午後（16：00～19：00）

外　来

　
当
院
の『
が
ん
相
談
支
援
セ
ン
タ
ー
』で
は
、

が
ん
の
治
療
や
療
養
生
活
、仕
事
に
つ
い
て

な
ど
、さ
ま
ざ
ま
な
相
談
に
対
応
し
て
い
ま
す
。

　
昨
年
か
ら
は
、が
ん
患
者
さ
ん
の〝
仕
事
〞

に
つ
い
て
、よ
り
専
門
的
に
対
応
で
き
る
よ
う

「
産
業
保
健
総
合
支
援
セ
ン
タ
ー
の
両
立
支
援

促
進
員
」と「
ハロ
ー
ワ
ー
ク
の
就
職
支
援
ナ
ビ

ゲ
ー
タ
ー
」の
各
関
係
機
関
の
方
に
、そ
れ
ぞ

れ
月
１
回
来
院
し
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

　『
両
立
支
援
促
進
員
』に
は
、治
療
と
仕
事

の
両
立
に
つ
い
て
相
談
す
る
こ
と
が
で
き
、

仕
事
を
ど
の
よ
う
に
続
け
て
い
く
か
、ま
た
、

復
職
に
あ
た
って
ど
の
よ
う
に
会
社
と
話
を
す
る
か
な
ど
の

ア
ド
バ
イ
ス
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。が
ん
と
診
断
を

さ
れ
た
直
後
は
特
に
さ
ま
ざ
ま
な
不
安
が
生
じ
ま
す
。

そ
ん
な
と
き
に
仕
事
に
つい
て
相
談
す
る
と
、今
後
の
見
通

し
が
立
つ
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

がん性疼痛看護認定看護師  津本 友美

が
ん
相
談
支
援
セ
ン
タ
ー  

認
定
が
ん
専
門
相
談
員  

岩
村 

将
大

キャロリング

賛美歌を歌う看護学生たち

がんと向き合うために〝がん看護相談〟を
ご利用ください

大手院長

◆ 電話／０６－６７７４－５１５２（直通）
◆ メール／syakaika@osaka-med.jrc.or.jp
◆ 日時／月～金曜　8:30～17:00

がん相談支援センター
がん相談窓口
本館２階  総合サービスカウンター

まずは、医療ソーシャルワーカーが疑問や悩みごと
など相談内容をお伺いします。内容により、専門看
護師や認定看護師が対応する「がん看護相談」の
ご予約をお取りいたします。

ganjoho.jp

がん相談支援センター 当院では、がん全般に関するさまざまなご相談をお受けしています。
TEL:06（6774）5152  FAX:06（6774）5126  syakaika@osaka-med.jrc.or.jp

　『
就
職
支
援
ナ
ビ
ゲ
ー
タ
ー
』に
は
、新
た
な
仕
事
を

探
す
こ
と
に
対
し
て
の
相
談
が
可
能
で
す
。現
在
の
体
調

で
ど
う
いっ
た
求
人
が
あ
る
か
な
ど
の
情
報
を
知
る
こ
と
が

で
き
、在
職
中
の
方
で
も
相
談
が
可
能
で
す
。

　
相
談
を
ご
希
望
の
方
は
、『
が
ん
相
談
支
援
セ
ン
タ
ー
』で
、

ま
ず
は
医
療
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー（
M
S
W
）

が
話
を
伺
い
ま
す
。そ
し
て
、関
係
機
関
の
方

に
現
在
の
身
体
の
状
況
を
含
め
て
内
容
を
伝

え
、面
談
の
予
約
を
お
取
り
し
ま
す
。些
細
な

こ
と
で
も
構
い
ま
せ
ん
。〝
仕
事
〞に
つい
て
気
に
な

る
こ
と
が
あ
れ
ば
、お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

が
ん
相
談
支
援
セ
ン
タ
ー

が
ん
相
談
窓
口

本
館
２
階  

総
合
サ
ー
ビ
ス
カ
ウ
ン
タ
ー

直
通
電
話 

０
６
ー
６
７
７
４
ー
５
１
５
２

（
月
〜
金
曜 

８
時
30
分
〜
17
時
）

がんの治療をしながら 働き続けたい 方へ
大阪赤十字病院の『がん相談支援センター』にて、ご相談に応じます。

～ こんな悩み・不安を相談することが出来ます ～
・治療内容から働き続けられるかわからない。
・治療を受けながら働き続けることに不安がある。　
・復職する際、同じように働けるか不安だ。
・働き続けるにあたって治療と仕事の両立支援について聞きたい。
・医師からの指導内容をどう会社に伝えてよいかわからない。
・就業上の留意点を会社に提出するための意見書を書いてほしい。
・上司、同僚の理解が得られるか不安だ。
・復職しようとしても、解雇されるのではないか不安だ。

大阪産業保健総合支援センターでは、両立支援促進員が在職中の方から
治療状況に応じて働き続けるための支援を行っています。
がんと診断されてもすぐに会社を辞めることを決めず、

相談してから判断するようにしてください。

大阪赤十字病院 ・ 大阪産業保健総合支援センター

ＴＥＬ：０６ー６７７４ー５１５２（直通）
がん相談支援センター(本館２階）

勤務を続けることができるか等の相談 症状、治療状況に就業上の配慮を
促すための連携対応

意見書等に配慮内容を
記載してもらうための助言

治療と仕事が両立できる
休暇制度等を会社側に提案

その他治療中における
健康不安についての相談 関係機関の紹介

大阪産業保健総合支援センター
の両立支援促進員が
第2週 金曜日 13:00～16:00
がん相談支援センター
(大阪赤十字病院 本館2階）
にて皆さまの相談に応じます。

※相談日は変更になる場合があります。

予約制

お問い合わせ
事務室

総合サービスカウンター
A

C

B

入院前
サポートセンター

レストラン
ヘア
サロンコンビニエンス

ストア

がん看護
相談室

西
玄
関

駐車場連絡通路

総合ホール
2Ｆ外来ホール

大阪赤十字病院
2F フロアー図

コーヒーショップ

がんの治療をしながら 働きたい 方へ
～ 大阪赤十字病院に入院・通院されている皆さまへ ～

～ハローワーク大阪東による就職支援のご案内～
◆ 通院の必要はあるが、働きたい。
◆ 今の仕事を続けるべきか、次の仕事を探すべきか迷っている。　
◆ 自分の病状、体力にあった仕事を見つけたい。
◆ 治療と仕事の両立について相談したい。
◆ ブランクが長く、仕事に戻ることに不安を感じている。
◆ 就職活動で、企業に病気のことを伝えるべきか迷っている。
◆ 仕事復帰に際して、どんなスキルが必要か知りたい。

大阪赤十字病院 ・ ハローワーク大阪東・大阪労働局

ＴＥＬ：０６ー６７７４ー５１５２（直通）
月～金曜 8:30～17：00

こんな悩み・不安をハローワーク大阪東が解消します

ハローワーク大阪東の職員が　
第3週 木曜日 13:00～16:00
がん相談支援センター
（大阪赤十字病院 本館2階）
にて皆さまの相談に応じます。
ぜひ、ご利用ください。　　

※相談日は変更になる場合があります。

予約制

お問い合わせ
事務室

総合サービスカウンター
A

C

B

入院前
サポートセンター

レストラン
ヘア
サロンコンビニエンス

ストア

がん看護
相談室

西
玄
関

駐車場連絡通路

総合ホール
2Ｆ外来ホール

大阪赤十字病院
2F フロアー図

コーヒーショップ

ハローワーク大阪東は、お仕事を探されている方から在職中の方まで
病状、治療状況などを考慮して、マンツーマンであなたの就職活動をサポート！

お仕事を続けて
いく上での

不安解消の相談

応募書類の作成や
面接の受け方の
アドバイス

職業訓練や
就職支援セミナー
などのご案内

就職！

症状、通院状況に
配慮した

求人の検索・紹介

仕事復帰の
不安解消の相談

��������

当院では、年末に大阪赤十字看護専門学校の学生による『キャロリング』を行っています。
明かりを灯したろうそくを手に、讃美歌を歌いながら病棟を廻ります。昨年は大阪赤十字
看護専門学校の学生１０８名が参加し、厳かな雰囲気のなかで、粛々と行われました。

～今年も〝こころ〟を込めて歌いました～

両立支援促進員両立支援促進員

7 6

believe71.indd   7 2020/01/24   16:02



が
ん
患
者
さ
ん
の〝
仕
事
〞に
関
す
る
こ
と
は
、

当
院
の『
が
ん
相
談
支
援
セ
ン
タ
ー
』に

ご
相
談
く
だ
さ
い
。

『
が
ん
相
談
支
援
セ
ン
タ
ー
』で
は
専
門
の
相
談
員
を
招
い
て
対
応
に
あ
た
っ
て
い
ま
す
。

　
キ
ャ
ロ
リ
ン
グ
は
歴
史
が
古
く
、

戦
後
間
も
な
い
昭
和
27
年
、当
院

は
法
円
坂（
現
在
の
難
波
離
宮

跡
）に
あ
り
、看
護
婦
寮
も
併
設
し

て
い
た
頃
に
さ
か
の
ぼ
り
ま
す
。

看
護
婦
た
ち
が
勤
務
を
終
え
た
後
、

寮
で
お
し
ゃ
べ
り
を
し
た
り
、歌
を

歌
っ
た
り
す
る
こ
と
く
ら
い
し
か
娯
楽
の
な
か
っ
た
時
代
で
し
た
。

歌
の
好
き
な
ひ
と
り
の
若
い
看
護
婦
が
、友
人
ら
と
近
く
の

Y
W
C
A（Young

　Wom
an’s

　Christian

　Association

）

に
通
っ
て
お
り
、そ
こ
で
楽
し
く
歌
を
歌
っ
て
い
た
そ
う
で
す
。

　
そ
の
当
時
、大
阪
の
い
く
つ
か
の
病
院
で
は
、ク
リ
ス
マ
ス
に

な
る
と
看
護
婦
に
よ
っ
て
讃
美
歌
が
歌
わ
れ
て
い
た
そ
う
で
す

が
、当
院
で
も
ク
リ
ス
マ
ス
の
時
期
に
患
者
さ
ん
の
た
め
に
歌
を

歌
え
た
ら
と
、誰
と
は
な
し
に
言
い
始
め
ま
し
た
。そ
れ
を
き
っ

か
け
に
歌
の
好
き
な
医
師
や
看
護
婦
、看
護
学
生
が
集
ま
っ
て
、

歌
を
歌
い
な
が
ら
病
棟
を
廻
り
始
め
た
の
が
、当
院
の『
キ
ャ
ロ

リ
ン
グ
』の
始
ま
り
で
す
。

　
昭
和
31
年
、当
院
が
現
在
の
場
所
に
戻
っ
た
後
も
、こ
の
有
志

に
よ
る『
キ
ャ
ロ
リ
ン
グ
』は
、途
切
れ
る
こ
と
な
く
続
け
ら
れ
て

い
ま
す
。当
初
の
よ
う
に
医
師
や
看
護
師
の
参
加
は

な
く
な
っ
て
き
ま
し
た
が
、現
在
は
１
０
０
名
以
上

の
看
護
学
生
に
よ
っ
て
行
わ
れ
て
い
ま
す
。患
者

さ
ん
へ
美
し
い
歌
声
を
届
け
た
い
と
、参
加
す
る

学
生
た
ち
は
１
カ
月
ほ
ど
前
か
ら
授
業
や
実
習
の

後
に
音
楽
の
先
生
の
合
唱
指
導
の
も
と
練
習
を
重

ね
て
い
ま
す
。明
か
り
を
灯
し
た
ろ
う
そ
く
を
手
に

讃
美
歌
を
歌
う
学
生
の
姿
は
、看
護
師
の
原
点
で
あ

る
ナ
イ
チ
ン
ゲ
ー
ル
を
彷
彿
と
さ
せ
、き
っ
と
多
く
の

患
者
さ
ん
に
安
ら
ぎ
を
感
じ
て
も
ら
え
る
も
の
と
な

っ
て
い
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　
最
後
に
な
り
ま
し
た
が
、毎
年
、合
唱
指
導
を
し

て
く
だ
さ
る
音
楽
の
先
生
、『
キ
ャ
ロ
リ
ン
グ
』の
風

景
を
き
れ
い
に
撮
影
し
て
く
だ
さ
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

の
方
へ
、こ
の
場
を
借
り
て
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

キ
ャ
ロ
リ
ン
グ
の
歴
史

紹  介

逆紹介

大阪赤十字病院
高度医療・専門医療
症状が安定したら再び
「かかりつけ医」へ

かかりつけ医
日ごろの健康管理
専門的な治療が
必要なら当院へ紹介

大手眼科クリニック
◆ 院　長／大手 昭俊　
◆ 診療科／眼科
◆ 住　所／大阪市天王寺区上本町６－２－２２
　　　　　山崎製煉ビル１Ｆ
◆ 電　話／０６－６７６１－２１１８
◆ 往　診／有（休診日に実施）
◆ 診療時間

当院では現在、白内障・緑内障・糖尿病網膜症などコンタクト処方も含め
眼科一般診療を行っています。内科的治療を主として行い、手術などの外科的治療
が必要になれば遅滞なく大阪赤十字病院を主として高次専門医療機関を紹介して
います。
近鉄「大阪上本町駅」、大阪メトロ（地下鉄）谷町線・千日前線「谷町九丁目駅」から
徒歩1～5分に所在し、アクセスも便利です。

特長

おお    て     がん    か ない     か

こう内科クリニック
◆ 院　長／髙  成勲　
◆ 診療科／内科、消化器内科
◆ 住　所／大阪市生野区勝山北２－１７－１７
◆ 電　話／０６－６７１５－７１０１
◆ 訪問診療／有
◆ 診療時間

地域のプライマリケア医として機能すべく日々の診療を行っています。
内科全般の診療を行っていますが、外来診察だけでなく在宅支援診療所として
訪問診療にも注力しています。自院での診療だけに固執せず、大阪赤十字病院
などの基幹病院と連携を図りながら、病状に応じ適切な医療機関へ紹介させて
いただくことを心がけています。

生野区勝山通りにあるクリニックです。コインパーキングが
隣接しており、お車での来院も可能です。誠実な診療に努めていきたいと考えて
います。よろしくお願いします。

特長

地域の皆さまへ

登録医紹介 〝かかりつけ医〟をもちましょう
病院と診療所がその機能や役割を分担しながら、患者さんに適切な医療を提供
することが求められています。自分のことをよく知っていて、ちょっとした病気や
ケガの診察や相談ができる〝かかりつけ医〟をもちましょう。

町の小さな眼科クリニックですので、何事も遠慮なく気軽に相談
してください。大阪赤十字病院と密接な連携に努め、地域医療に貢献していきたいと
思っています。よろしくお願いいたします。

地域の皆さまへ

vol.42『がんサポートチーム』からのお知らせ

　
が
ん
と
告
げ
ら
れ
る
こ

と
は
衝
撃
的
な
出
来
事
で

あ
り
、心
に
大
き
な
ス
ト
レ

ス
を
も
た
ら
し
ま
す
。告
知

後
の
数
日
間
は「
ま
さ
か
自

分
が…

」「
何
か
の
間
違
い

だ
」な
ど
と
認
め
た
く
な
い

気
持
ち
を
抱
く
人
が
ほ
と

ん
ど
で
す
。ま
た
、「
な
ぜ
、

自
分
だ
け
が
こ
ん
な
目
に

遭
う
の
か
」「
食
生
活
の
せ

い
で
は
な
い
か
」「
仕
事
の
ス

ト
レ
ス
で
は
な
い
か
」

と
自
分
を
責
め
る
人

も
い
ま
す
。し
か
し
、

多
く
の
が
ん
の
原
因

は
、解
明
さ
れ
て
い
な

い
の
が
現
状
で
す
。

　
さ
ら
に
、し
ば
ら

く
は
不
安
や
落
ち
込

み
で
眠
れ
な
か
っ
た
り
、食
欲

が
な
か
っ
た
り
、集
中
力
が
低
下
し
た

り
す
る
人
も
い
ま
す
。心
配
を
か
け

た
く
な
い
た
め
、「
つ
ら
い
」「
悔
し
い
」

と
いっ
た
気
持
ち
を
話
す
こ
と
を
た
め

ら
う
人
も
い
ま
す
。そ
ん
な
と
き
は

家
族
や
親
し
い
友
人
な
ど
に
つ
ら
い

気
持
ち
や
不
安
を
話
し
た
り
、〝
が
ん

看
護
相
談
〞を
活
用
し
た
り
し
て
く
だ
さ
い
。不
安

を
吐
き
出
す
こ
と
で
、落
ち
込
ん
で
い
る
気
持
ち
が

少
し
軽
く
な
っ
た
り
、話
す
う
ち
に
問
題
が
整
理
で

き
た
り
す
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

　
診
断
後
は
さ
ま
ざ
ま
な
検
査
の
結
果
を
も
と
に
、

ど
の
よ
う
な
治
療
を
行
う
か
を
決
め
ま
す
が
、そ
の

際
、病
気
や
治
療
、療
養
生
活
な
ど
、も
っ
と
詳
し
く

知
り
た
い
と
思
っ
た
こ
と
を
自
分
で
調
べ
て
み
る
こ
と

も
、不
安
を
軽
減
す
る
方
法
の
ひ
と
つ
で

す
。情
報
を
得
る
こ
と
が
、漠
然
と
し
た

不
安
の
軽
減
に
つ
な
が
る
場
合
や
、納
得

し
て
意
思
決
定
す
る
た
め
の
判
断
材
料
に

な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

　
最
近
は
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
多
く
の
情

報
が
入
手
で
き
、テ
レ
ビ
や
書
籍
で
も
が
ん

の
情
報
が
得
ら
れ
ま
す
。し
か
し
な
が
ら
、

病
状
や
状
況
に
よ
って
、適
し
て
い
る
治
療

や
必
要
な
情
報
は
違
い
ま
す
。情
報
の
信

頼
性
が
大
切
な
の
は
言
う
ま
で
も
あ
り

ま
せ
ん
が
、そ
の
情
報
が
自
分
に
当
て
は

ま
る
か
ど
う
か
は
、担

当
医
や
外
来・病
棟
に

い
る
看
護
師
、薬
剤

師
に
確
認
し
て
判
断

す
る
こ
と
が
大
切
で

す
。ま
た
、情
報
探
し

の
第
一
歩
と
し
て
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
で
の「
が

ん
情
報
サ
ー
ビ
ス（
　
　
　
　
　
）」の

検
索
や
、が
ん
看
護
相
談
を
利
用
す
る
こ
と

も
、自
分
ら
し
く
が
ん
に
向
き
合
う
た
め

の
方
法
と
し
て
、試
し
て
み
て
く
だ
さ
い
。

※日曜、祝日は休診

髙院長とスタッフ

月 　火 　  水 　  木　   金　   土   
午前（  9：00～12：00）
午後（16：30～19：30）

外　来

※木曜、日曜、祝日は休診

月 　火 　  水 　  木　   金　   土   
午前（10：00～13：00）
午後（16：00～19：00）

外　来

　
当
院
の『
が
ん
相
談
支
援
セ
ン
タ
ー
』で
は
、

が
ん
の
治
療
や
療
養
生
活
、仕
事
に
つ
い
て

な
ど
、さ
ま
ざ
ま
な
相
談
に
対
応
し
て
い
ま
す
。

　
昨
年
か
ら
は
、が
ん
患
者
さ
ん
の〝
仕
事
〞

に
つ
い
て
、よ
り
専
門
的
に
対
応
で
き
る
よ
う

「
産
業
保
健
総
合
支
援
セ
ン
タ
ー
の
両
立
支
援

促
進
員
」と「
ハロ
ー
ワ
ー
ク
の
就
職
支
援
ナ
ビ

ゲ
ー
タ
ー
」の
各
関
係
機
関
の
方
に
、そ
れ
ぞ

れ
月
１
回
来
院
し
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

　『
両
立
支
援
促
進
員
』に
は
、治
療
と
仕
事

の
両
立
に
つ
い
て
相
談
す
る
こ
と
が
で
き
、

仕
事
を
ど
の
よ
う
に
続
け
て
い
く
か
、ま
た
、

復
職
に
あ
た
って
ど
の
よ
う
に
会
社
と
話
を
す
る
か
な
ど
の

ア
ド
バ
イ
ス
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。が
ん
と
診
断
を

さ
れ
た
直
後
は
特
に
さ
ま
ざ
ま
な
不
安
が
生
じ
ま
す
。

そ
ん
な
と
き
に
仕
事
に
つい
て
相
談
す
る
と
、今
後
の
見
通

し
が
立
つ
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

がん性疼痛看護認定看護師  津本 友美

が
ん
相
談
支
援
セ
ン
タ
ー  

認
定
が
ん
専
門
相
談
員  

岩
村 

将
大

キャロリング

賛美歌を歌う看護学生たち

がんと向き合うために〝がん看護相談〟を
ご利用ください

大手院長

◆ 電話／０６－６７７４－５１５２（直通）
◆ メール／syakaika@osaka-med.jrc.or.jp
◆ 日時／月～金曜　8:30～17:00

がん相談支援センター
がん相談窓口
本館２階  総合サービスカウンター

まずは、医療ソーシャルワーカーが疑問や悩みごと
など相談内容をお伺いします。内容により、専門看
護師や認定看護師が対応する「がん看護相談」の
ご予約をお取りいたします。

ganjoho.jp

がん相談支援センター 当院では、がん全般に関するさまざまなご相談をお受けしています。
TEL:06（6774）5152  FAX:06（6774）5126  syakaika@osaka-med.jrc.or.jp
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がんの治療をしながら 働き続けたい 方へ
大阪赤十字病院の『がん相談支援センター』にて、ご相談に応じます。

～ こんな悩み・不安を相談することが出来ます ～
・治療内容から働き続けられるかわからない。
・治療を受けながら働き続けることに不安がある。　
・復職する際、同じように働けるか不安だ。
・働き続けるにあたって治療と仕事の両立支援について聞きたい。
・医師からの指導内容をどう会社に伝えてよいかわからない。
・就業上の留意点を会社に提出するための意見書を書いてほしい。
・上司、同僚の理解が得られるか不安だ。
・復職しようとしても、解雇されるのではないか不安だ。

大阪産業保健総合支援センターでは、両立支援促進員が在職中の方から
治療状況に応じて働き続けるための支援を行っています。
がんと診断されてもすぐに会社を辞めることを決めず、

相談してから判断するようにしてください。

大阪赤十字病院 ・ 大阪産業保健総合支援センター

ＴＥＬ：０６ー６７７４ー５１５２（直通）
がん相談支援センター(本館２階）

勤務を続けることができるか等の相談 症状、治療状況に就業上の配慮を
促すための連携対応

意見書等に配慮内容を
記載してもらうための助言

治療と仕事が両立できる
休暇制度等を会社側に提案

大阪産業保健総合支援センターでは、両立支援促進員が

記載してもらうための助言

その他治療中における
健康不安についての相談

大阪産業保健総合支援センターでは、両立支援促進員が在職中の方から大阪産業保健総合支援センターでは、両立支援促進員が

関係機関の紹介

大阪産業保健総合支援センター
の両立支援促進員が
第2週 金曜日 13:00～16:00
がん相談支援センター
(大阪赤十字病院 本館2階）
にて皆さまの相談に応じます。

※相談日は変更になる場合があります。

予約制
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総合ホール
2Ｆ外来ホール

大阪赤十字病院
2F フロアー図

コーヒーショップ

がんの治療をしながら 働きたい 方へ
～ 大阪赤十字病院に入院・通院されている皆さまへ ～

～ハローワーク大阪東による就職支援のご案内～
◆ 通院の必要はあるが、働きたい。
◆ 今の仕事を続けるべきか、次の仕事を探すべきか迷っている。　
◆ 自分の病状、体力にあった仕事を見つけたい。
◆ 治療と仕事の両立について相談したい。
◆ ブランクが長く、仕事に戻ることに不安を感じている。
◆ 就職活動で、企業に病気のことを伝えるべきか迷っている。
◆ 仕事復帰に際して、どんなスキルが必要か知りたい。

大阪赤十字病院 ・ ハローワーク大阪東・大阪労働局

ＴＥＬ：０６ー６７７４ー５１５２（直通）
月～金曜 8:30～17：00

こんな悩み・不安をハローワーク大阪東が解消します

ハローワーク大阪東の職員が　
第3週 木曜日 13:00～16:00
がん相談支援センター
（大阪赤十字病院 本館2階）
にて皆さまの相談に応じます。
ぜひ、ご利用ください。　　

※相談日は変更になる場合があります。

予約制

お問い合わせ
事務室

総合サービスカウンター
A

C

B

入院前
サポートセンター

レストラン
ヘア
サロンコンビニエンス

ストア

がん看護
相談室

西
玄
関

駐車場連絡通路

総合ホール
2Ｆ外来ホール

大阪赤十字病院
2F フロアー図

コーヒーショップ

ハローワーク大阪東は、お仕事を探されている方から在職中の方まで
病状、治療状況などを考慮して、マンツーマンであなたの就職活動をサポート！

お仕事を続けて
いく上での

不安解消の相談

応募書類の作成や
面接の受け方の
アドバイス

職業訓練や
就職支援セミナー
などのご案内

就職！

症状、通院状況に
配慮した

求人の検索・紹介

仕事復帰の
不安解消の相談

��������

当院では、年末に大阪赤十字看護専門学校の学生による『キャロリング』を行っています。
明かりを灯したろうそくを手に、讃美歌を歌いながら病棟を廻ります。昨年は大阪赤十字
看護専門学校の学生１０８名が参加し、厳かな雰囲気のなかで、粛々と行われました。

～今年も〝こころ〟を込めて歌いました～

両立支援促進員両立支援促進員
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ニュース ＆ イベント

「たんぽぽみたいなそんな花」 カミジョウ ミカ （エイブルアート・カンパニー所属  http://www.ableartcom.jp)

大阪赤十字病院の理念
わたしたちは
人道・博愛の赤十字精神に基づき
すべての人の尊厳をまもり
心のかよう高度の医療をめざします

患者さんの権利
1. 一人の人間として、人権をまもられる権利があります
２. 良質かつ適切な医療を、公平に受ける権利があります
３. 医療についての情報や治療上の説明を受ける権利があります
４. 自分自身の治療について、医療行為を選択する権利があります
５. プライバシーがまもられ、個人情報が保護される権利があります
６. 自己の診療録等の医療情報の開示を求める権利があります
７. 他施設の医師の意見（セカンドオピニオン）を求める権利があります

2020
冬　号

VOL.71

■受付時間（月～金） 〈診療開始は午前８：４５からです〉
　初診／月曜日～金曜日  ８：３０～１１：３０　再診／月曜日～金曜日  ８：００～１１：４５
■休診日　土・日・祝・５月１日（本社創立記念日）・１２月２９日～1月３日
■診察券　診察券は全科共通で使用いたしますので、ご来院時には必ずお持ちください。
■ご面会 〈病状によってこの限りではありませんが、必ず病棟の看護師にご相談ください〉　
　平日／１４:００～１９:００　休診日／１０:００～１２:００、１４:００～１９:００　
　小児病棟（平日・休診日とも）／１４:００～１９:００　
■保険証等　保険証、医療証等は月に１度窓口で確認させていただきます。
　　　　　　　また、変更・更新の際は必ずご提出ください。

病院のご案内
当院は

敷地内全面禁煙です

http://www.osaka-med.jrc.or.jp/ 

大阪赤十字病院
大阪市天王寺区筆ケ崎町5－30　令和2年1月発行

ＴＥＬ：06－6774－5111
■お問い合わせ

（代表）
大阪赤十字病院

http://www.jrc.or.jp/赤十字全般

当院は、敷地内全面禁煙を
実施しています。

ご理解とご協力をお願いします。

シリーズ 脳神経外科主任部長 橋本 憲司情熱の白衣 医師の素顔●71
食だより／餅キムチチヂミ　　お薬ミニ知識／細菌にお薬が効かなくなる？
『がんサポートチーム』からのお知らせ　 〝かかりつけ医〟をもちましょう
がん患者さんの〝仕事〟に関することは、当院の『がん相談支援センター』にご相談ください。　 キャロリング

人事異動情報
採用

転任

退職

Seminar〝第10回 糖尿病オープン教室〟を
開催しました

　当院では「言葉が通じない」「文化が異なる」などの外国人患者さんが安心
して医療が受けられるよう、病院全体で取り組んできました。その取り組みに
より『大阪府外国人患者受け入れ地域拠点医療機関』として令和元年5月31
日に選定されました。

News「大阪府外国人患者受け入れ
地域拠点医療機関」に選定されました

大阪赤十字病院の理念

退院支援をご存じですか？特 集

　11月19日（火）～22日
（金）、当院東館地下1階に
て『院友会文化祭』が開催

大手前整肢学園より、絵画、
手芸、写真など70点の作
品をご出展いただき、多く
の方が来場されました。
栄えある院長賞を受賞されたのは、13階Ｂ病棟・中島紀子看護師長
職務代理の「知恵あそび」でした。出品者の皆さま、素敵な作品をありが
とうございました。また、ご来場者いただいた皆さま、投票にご協力
いただきありがとうございました。

Event

創立110周年

〈12月  6日付〉●上月 友寛（リウマチ・膠原病内科部・非常勤嘱託医師）　
〈  1月  1日付〉●米山 華蓮（産婦人科部・専攻医）
　　　　　  　　　●岡村 佳奈（耳鼻咽喉科・頭頸部外科部・専攻医）
〈  1月  1日付〉●山𦚰 聖子（形成外科部・副部長）
〈10月31日付〉●中津 太郎（心臓血管外科部・医長）
〈11月30日付〉●納田 安啓（リウマチ・膠原病内科部・非常勤嘱託医師）　
〈12月31日付〉●岡本  仁（形成外科部・副部長）　
　　　　　  　　　●山崎 博司（耳鼻咽喉科・頭頸部外科部・医師）

〝院友会文化祭〟を開催しました

　当院では12月1日～25日まで院内各所へ募金箱を設置しました。
皆さまから総額 42,492円もの心温まるご寄付をいただきました。募金
にご協力いただいた皆さま、ありがとうございました。また、今後とも
赤十字活動にご理解とご協力をよろしくお願いいたします。

　海外の紛争、災害、病気で苦しむ人々を支援することを目的に、昭和
58年2月から始まった海外たすけあい募金は今年で37回目を迎えます。
日赤の国際活動の多くが、このキャンペーンの寄付で実施されています。
集められた寄付金は、例えば海外で地震、洪水、干ばつなどの災害が
起きたときに、被災国の赤十字社からの要請に基づいて、国際赤十字の
枠組みを通して現地の赤十字社に資金が送られます。現地では、国際赤
十字の調整のもとに、食料や緊急救援物資などの購入や、地元に根差し
た現地赤十字職員やボランティアが物資の配布や救援活動を行います。
また、日本から日赤の職員を派遣して活動していることもあります。

News 海外たすけあい募金に
ご協力ありがとうございました

　12月15日（日）、クリ
スマスコンサートを開
催しました。今回はシ
ンガーソングライター
の強さんをお招きし、
代表曲である「スー
パースター」「カーテンコール」など数曲を歌っていただきました。アコースティッ
クギターの演奏にのせて、強さんのやさしくも力強い歌声がホールに響き渡り、
会場はあたたかい雰囲気に包まれました。患者さんからは「胸に深く響き涙が
出た」「励まされた」「元気と力が湧いてきた」…との声をいただき、終演後には
サインを求める列ができるなど、笑顔があふれるコンサートとなりました。

Event〝クリスマスコンサート〟を開催しました
海外たすけあいって？

（令和元年10月31日～令和2年1月31日）

　11月13日（水）、1階正面
玄関ホールにおいて『第10回
糖尿病オープン教室』を開催
しました。今回は糖尿病・内分
泌内科部医師と糖尿病療養
指導士の資格を持つ看護師、
薬剤師、臨床検査技師、歯科

衛生士、管理栄養士からなる「TEAM　DM」の
スタッフが主体となって実施しました。
　糖尿病・内分泌内科　武呂主任部長の開会
の挨拶に続き、堂川管理栄養士が「運動する
ための体づくりを食事面から考える」、糖尿病・
内分泌内科　金井医師が「糖尿病とサルコペニアについて」を講演し、「日本
糖尿病協会」が企画・協賛している運動療法のすすめより「よろこびの歌体操」
を患者さんと一緒に動画にならって行いました。82名の参加者の皆さまは熱心
に講演に耳を傾け、多くの方が体操を最後までやりきることができ、楽しく実践
できる方法を学ぶ機会となりました。最後は血圧測定のほか、医師、糖尿病
療養指導士による健康生活相談コーナーを設けて希望者の相談に応じました。

糖尿病・内分泌内科・武呂部長

大阪赤十字病院 http://www.osaka-med.jrc.or.jp/ 

●次回は『スプリングコンサート』を開催予定です。詳細が決まりましたら、
　　ホームページおよび院内ポスターで案内しますので、ぜひご来場ください。

13階Ｂ病棟・中島 紀子看護師長職務代理

文化部長賞

特別賞

入　賞

院長賞院長賞
「知恵あそび」

看護部・小谷 奈穂看護師「ディズニーツリー」

整肢学園通所「だるまさん大集合」

「似顔絵 吉本新喜劇」
村上 綾子様
「アイシングクッキーの世界 ～全部たべられます～」岩本 真理子様
「ピクニックは楽しいな！」大手前整肢学園・生活支援課・永山 伸枝保育士

されました。職員、OB・OG、

■発行／大阪市天王寺区筆ケ崎町５－３０　令和2年1月発行　第71号1 8
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